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本日の会議に付した事件 

 

                      令和５年第３回山元町議会定例会（第２日目） 

                      令和５年９月５日（火）午前１０時 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 一般質問 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（岩佐哲也君）ただいまから本日の会議を開きます。 

      １２番髙橋建夫君から欠席届が提出されております。 

      本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１２４条の規定により、３番岩佐秀一君、

４番大和晴美君を指名します。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第２．一般質問を行います。 

      一般質問の質問時間は、山元町議会先例９４番により４０分以内とし、同９６番によ

り通告順に発言を許します。 

      なお、山元町議会基本条例第６条の規定により、原則一問一答です。質問は論点を整

理して、通告外にわたらないよう注意してください。また、答弁は簡明にされますよう

お願いいたします。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）１番伊藤貞悦君の質問を許します。伊藤貞悦君、登壇願います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。１番伊藤貞悦です。令和５年第３回山元町議会定例会において、

大綱３件、１４項目の一般質問を行います。 

      連日猛暑が続き、寝苦しい夜も続きました。昨日１日雨が降って、大分涼しくはなり

ましたが、高温のため体調を崩された方も多いと聞いております。さらには、水不足で

高温のため、稲作やこれからの秋野菜、果物への影響も心配されております。町政の刷

新、新たな視点での検討検証を町長公約のポイントとしてスタートした橋元町政１年５

か月、町民の関心や期待がより大きな声となり聞こえてきておりますが、中にはもっと

スピード感があってもよろしいのではないか、決断するのが遅いのではないかというふ

うな声もあります。そのような中で、特にこれからのまちづくり、次世代、若い世代が

望む政策実現のため、住みたい町、住むならやはり山元町、このモットー実現のため、

以下の質問を行います。 

      大綱第１、次世代にまちづくりをつなぎ住みたい町山元町実現のための町政について。 

      １、未来のビジョンや構想は考えているのか。 

      ２、若者の就労や働く場所についてどのように分析されているのか。 
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      ３、県内最高水準の移住定住対策についての評価や分析はどのようになされているの

か。 

      ４、移住定住対策について、今後の新たや計画や具体的な構想は考えているのか。 

      ５、未来、将来に関する専門のまちづくり構想企画室を設置する考えはないか。 

      大綱２、少子化、結婚、人口減少対策について。 

      １、本町の婚姻数についてどのように考え、分析されているのか。 

      ２、出会いの場の創出等について具体的な構想はないか。 

      ３、町職員に孫休暇制度を導入する考えはないか。 

      大綱３、子育て世代への支援について。 

      １、国の、「誰でも保育」政策に対する保育政策の拡充をどのように考え、今後どのよ

うにする考えなのか。特に施設の拡充、保育基準に対する考え方、保育士の確保等につ

いてであります。 

      ２、給食費、副食費等を早急に第１子から全額支給する考えはないか。 

      ３、子育て夫婦への住宅の設置、整備、家賃の支援等を講ずる考えはないか。 

      ４、放課後児童クラブの拡充を図る考えはないか。 

      ５、高校生の通学費を支援する考えはないか。 

      ６、小中学生の通学用かばんを町指定とするなど支援できないか。 

      以上、大綱３点について今後のまちづくりの方策について町長、教育長、町執行部の

考えをお聞かせいただければと思います。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。皆さん、おはようございます。 

      伊藤貞悦議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、次世代にまちづくりをつなぎ住みたい町山元町実現のための政策について

の１点目、未来のビジョンや構想の考えについてですが、ビジョンや構想とは将来の在

るべき姿を描いたもの、未来の青写真を意味する言葉であり、本町においてはキラリや

まもと！みんなでつくる笑顔あふれるまちを町の将来像に掲げる第６次総合計画がまさ

にそれに位置づけられるものであり、現在子供からお年寄りまで住んでみたい、ずっと

住んでいたいと思える元気で快適、安全安心なまちづくりの具現化に向け本計画に基づ

き戦略的かつ計画的に各施策や事業を展開しているところであります。また、今年度は

本計画の計画期間の折り返し地点に当たることから、後期の５年間に向け計画に掲げる

各種目標の達成状況や計画に基づき取り組んできた施策の効果、在り方を検証し必要に

応じアクションプランである実施計画の見直しを行うこととしております。 

      町といたしましては引き続き未来のビジョンである町の将来像の実現に向け、本計画

の着実な推進に加え日々変化する行政課題や新たな住民ニーズを捉えた各種施策及び事

業に鋭意取り組んでまいります。 

      次に２点目、若者の就労や働く場所の分析についてですが、町では持続可能なまちづ

くりを目指し定住人口の増加や地域活性化を図るため、町内での雇用創出や所得、税収

の増加、地域経済の活性化は重要な課題であると認識し、積極的に企業誘致や企業支援

に取り組んでおります。この取組が実り、町外からの新たな企業誘致をはじめ既存事業

者の事業拡大など、企業の立地や就業環境の拡大が実現しており、また、農業法人によ

る雇用も含めますと東日本大震災以後、７００人を超える雇用が創出されたものと推計
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しております。一方、本町における有効求人倍率は常に国や県を上回る高い水準で推移

しており、企業においても地元雇用を優先にご尽力いただいているものの、従業員の確

保に苦慮していると伺っております。また、昨年４月以降、町内企業の業績や雇用等の

課題を把握するため継続して企業訪問を実施しており、本年度においても既に１０数社

を訪問しておりますが、喫緊の課題はやはり労働力の確保であると聞き及んでおります。 

      このことから、町といたしましては名亘地域の２市２町が連携し、企業とともに地域

内の高等学校を訪問し新卒者採用に向けた企業説明会を開催するなど、地元の企業へ就

職していただけるよう取り組んでおりますが、引き続き県や近隣市町と協力し、新規学

卒者をはじめとする若者への企業情報の提供に努めるとともに、企業における人材確保

や働く場を求める町民とのマッチングに取り組んでまいります。 

      次に３点目、移住定住対策の評価や分析について及び４点目、移住定住対策の新たな

計画や具体的な構想についてですが、関連がありますので一括してご回答いたします。 

      本町の移住定住対策は人口減少を抑制し、定住の促進を図ることを目的として現在の

移住定住支援補助事業を平成２０年度から継続して実施してまいりました。この間、震

災により急激な人口減少があったものの、震災後は移住定住支援補助制度については多

くの方にご利用いただき、その転入実績は昨年度末現在３０４世帯８４０人に達してお

り、平成２８年度から６年間の社会増につながった大きな要因となっております。新婚

子育て世帯に重点を置いた本制度は、転入者を呼び込むだけでなく町内にお住いの新婚

子育て世帯が住宅を購入する場合に活用できることから、転出抑制と若者の地元定着に

よる地域活性化につながっているものと認識しております。また、昨年度には本事業の

取組による成果がマスコミで取り上げられ、他自治体からも注目されるなど本町の移住

定住対策として実施している本事業は人口減少を抑制し、定住の促進を図ることができ

る施策として客観的に高く評価しております。なお、現行の移住定住対策につきまして

は令和６年度までを事業期間とした制度設計であり、また、今年度については第６次総

合計画の中間年度でもありますので事業の成果を検証するタイミングにあることから、

今後についてはさらなる移住定住の促進に向けて国の動向や現在策定中の第３期子ど

も・子育て支援事業計画の中で町民の皆様から頂く意見等を参考に、事業内容を検証し

ていきたいと考えております。 

      次に５点目、未来将来に関する専門のまちづくり構想企画室を設置する考えについて

ですが、人口減少や少子高齢化が駆け足で進む本町において、将来にわたり持続的に発

展していくためには若い世代から選ばれるにぎわいと活力ある魅力あふれるまちづくり

が重要であり、その具現化には相応の体制強化を図る必要があると認識しております。

過去に東日本大震災からの復旧・復興過程において、各種復興への取組を迅速かつ強力

に推し進めるためハンデになっていた業務を専任する室を新設し、体制の強化を図った

経緯もありました。実際に、同様の業務を専門とする部署を設置しまちづくりを推進し

ている自治体があることは承知しており、私も重視すべきところに思い切ってめり張り

のある体制整備を図ることが肝要であると考える一方、全国各地から職員の派遣を頂戴

していた大震災当時の人員体制とは異なり余裕のない現有体制での専門部署の設置につ

いては非常に難しい現状にあると認識しております。 

      次に大綱第２、少子化、結婚、人口減少対策についての１点目、本町の婚姻数につい

ての考え方と分析について及び２点目、出会いの場の創出等についてですが、関連があ
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りますので一括してご回答いたします。 

      近年の本町の婚姻数の状況についてですが、１月１日から１２月３１日までの届出数

は一昨年は２６組、昨年は３１組となっております。前年との対比では５組の増加がみ

られたものの、令和２年国勢調査の結果では２５歳から３９歳までの未婚率を比較した

場合、全国平均は４１．７パーセント、宮城県では４２．３パーセント、本町において

は４９．３パーセントと国県の平均を大きく上回る結果となっております。また、全国

的に減少傾向がある婚姻数は本町も例外ではなく、未婚化、晩婚化のほかにコロナ禍に

よる減少が拍車をかけていると分析しており、これまで以上の婚活支援が必要であると

認識しております。このような状況を踏まえ、本町では出会いの場の創出を図るべく令

和元年度に町の特産品を使った婚活イベントを開催したほか、一昨年度からは県と協調

してＡＩマッチングシステムを活用したみやぎ婚活支援センターへの入会登録料を町独

自に補助するＡＩ婚活支援事業を開始し、これまでに延べ１１人の登録申込みがありま

した。なお、県全体の登録者数は今年７月末時点で２，５５１人となっており、婚約の

成立が８８組、うち本町でも２組のカップルが誕生したと伺っております。町といたし

ましては、今後も県と連携したＡＩ婚活支援事業のさらなる普及啓発と特産品を使った

婚活イベント事業等の２本柱で取り組んでまいります。 

      次に３点目、孫休暇制度を導入する考えについてですが、孫休暇とは祖父母が孫の育

児のため仕事を休める特別休暇制度であり、育児を手伝いやすくし、子育て世代の負担

を軽減することを目的に導入されているものと認識しております。地方公務員の定年が

段階的に６５歳まで引き上げられ、また、定年後の再任用等も増える中、今後現役世代

が孫を抱える事例が増加するものと見込まれます。このような中、企業はもとより宮城

県においても今年から導入するなど、全国に自治体においても今後導入が進んでいくも

のと考えております。ご指摘のありました本制度については働く親の子育ての負担が軽

減されるだけでなく、産後うつや育児悩みの対策、ひいては少子化対策等の一助になる

ものと考えられますので、今後先行事例を参考に導入について前向きに検討してまいり

たいと考えております。 

      次に大綱第３、子育て世代への支援についての１点目、国の誰でも保育の政策に対す

る考えについてですが、誰でも保育とは国が今年の６月に閣議決定した異次元の少子化

対策の１つとして令和８年度からの導入を検討している子ども誰でも通園制度を指すも

のと理解しております。この制度は親の就労要件を問わず誰もが保育所等を時間単位で

利用できる制度となっており、未就園児である親子に門戸を開き孤立するのを防ぐ狙い

であることから、誰もが取り残されないまちづくりを推進する本町におきましても１つ

の指針になり得るものと認識しております。一方で、この制度遂行のためには慢性的な

保育士不足の解消や現場施設の子供の受入れ体制を整える必要があることから、施設の

拡充においては町内私立幼稚園との連携による幼児保育の機能分担をはじめ、なないろ

保育園、つくし保育園との連携強化等をこれまで以上に推進するとともに、町全体の保

育ニーズを捉えながら誰もが取り残されない保育行政が具現化できるよう鋭意取り組ん

でまいります。 

      次に２点目、給食費、副食費等を第１子から全額支給する考えについてですが、本件

は私自身町民の皆様に公約としてお約束した施策であり、１日でも早く実現したいと

常々考えているところであります。一方で、本施策を実施した場合、毎年多額の財政出
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動を伴うことから町全体の財政需要を適正に捉えた上で、将来の町政運営に支障を及ぼ

すことのないように慎重な判断が必要と考えております。現在、国において少子化対策

の一環として全国公立小中学校の給食費無償化の検討が進められていることから、引き

続き国の動向等を注視するとともに、本年度新たに策定する中期財政見通しの収支の傾

向等を見きわめながら施策実現に向け前向きに検討してまいります。 

      次に３点目、子育て夫婦への住宅の設置整備、家賃の支援策についてですが、大綱第

１でお答えいたしました移住定住支援補助事業の中で新婚子育て世代への民間賃貸住宅

家賃助成事業を展開しているところであります。子育て世代への支援については県内最

高水準の移住定住施策やライフステージに応じた切れ目のない子育て支援策の充実を図

ってきたところでありますので、子育て夫婦への住宅の設置整備はこれら施策をトータ

ルに捉えた中での今後の検討課題であると認識しております。 

      次に４点目、放課後児童クラブの拡充を図る考えについてですが、放課後児童クラブ

は放課後や長期休業中に保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生に対し適切な遊

びや生活の場を提供し、健全な育成を図ることを目的として運営しております。本町の

児童数については少子化等に伴い年々減少傾向にあるものの、共働き世帯や核家族化が

進み児童クラブの需要は増加の傾向にあります。このことから、昨年度山下第一小学校

に新たに児童クラブを開設したほか、本年度は山下小学校児童クラブの利用教室の拡大

や児童クラブ支援員の増員を図るなど、希望者全員が児童クラブに入会できるよう受け

皿整備に努めてまいりました。町といたしましては、引き続き児童クラブの需要を見定

めながら放課後児童クラブの重要性を鑑み安全安心に子育てができるよう努力してまい

ります。 

      次に５点目、高校生の通学費を支援する考えについてですが、高校生が通学のため公

共交通機関を利用する場合に自治体が定期券等の購入費用を補助することで鉄道の利用

促進に加え保護者の経済的な負担軽減を図るご提案であると受け止めております。昨年

の第４回議会定例会の一般質問で渡邊千恵美議員にお答えいたしましたとおり、阿武隈

急行沿線の自治体において阿武隈急行区間の通学定期券の購入費用を補助しているケー

スなどもあり、全国的にも持続可能なまちづくりの手段として捉えられている１つの方

策であります。本町におきましてＪＲ常磐線が町を縦断する地の利を生かし、住みやす

さに欠かせない交通の利便性確保と移住定住施策等の推進につながる効果が期待できま

すので、高校生の通学費を支援する補助事業の実施については今後の検討課題といたし

ます。 

      私からは以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）続きまして、教育長菊池卓郎君、登壇願います。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。伊藤貞悦議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第３、子育て世帯への支援についての６点目、小中学生の通学用かばんを町指定

とし支援することについてですが、令和３年第１回議会定例会において伊藤貞悦議員に

お答えしたとおり、通学用かばんの購入費用については町の児童生徒就学援助事業にお

いて要件に該当する方に対し新入学児童生徒学用品費として小中学校の就学前に支給し

ております。就学する全ての児童生徒を対象とした通学用かばんの支援については町と

しての子育て支援に関わる施策であり、施策全体の中での検討が必要と考えているとこ

ろであります。 
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      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）１番伊藤貞悦君の再質問を許します。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。それでは再質問をさせていただきます。 

      まず第１点目、住みたい町山元町等を含めた未来のビジョン、いわゆる青写真とイメ

ージがあるのかどうかというふうなことが非常に町民に対して大きなことではないか。

今日の河北新報に丸森町の記事が掲載されておりました。ある程度構想を持って、丸森

町のはまちづくりでも洪水からの復興のためのまちづくりのアウトラインというかその

ような予想図、想定図が出ていたわけですが、我が山元町においても横山地区のここの

ところにはこういうふうな地区にしようとか、それから震災復興中浜地区にはこういう

ふうにしようとか、もちろんつばめの杜周辺についてはこのようにしようというふうな

昔はそういうふうなアウトライン、青写真があったわけですが、震災から１２年たって

それがだんだんぼやけてきて、これからの山元町のアウトラインが見えにくくなってき

ております。そんな意味から、次の世代にこのような構想でまちづくりをしてこういう

ふうにしていくんだというふうなスケール感を含めた写真や構想を私は示す必要がある

のではないかと考えております。特に、小学校の再編計画が持ち上がって１校にという

ふうな大きな目標ができたわけですが、それを核にしたまちづくりというふうなのを今

後どういうふうにしていくのか。そういうふうなものが私には感じられない。そのよう

なことを含めて町長はどういうふうに将来のこれからのまちづくりについての構想をお

持ちなのか。構想があったらお聞かせいただきたいと思います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。まちづくりのビジョンでありますけれども、今議員のほうから

ご指摘のありました各地区ごとにそれぞれのこの地区はこういう形で、この地区はこう

いう形でと、それで全体のビジョンを示すべきではないかというふうな質問だというふ

うに捉えますけれども、私が就任いたしまして選挙に出るに当たりまして自分なりのビ

ジョンを持って選挙に臨んで今このような立場で１年半、過ごさせていただきました。

この１年半、町政を担うに当たりまして皆さんは多分復興事業が１０年経過をいたしま

してほぼ完了したということで事業は終わったのだからその先にというふうな形だと思

います。私もそのような形で考えておりましたが、まだまだその１０年間でやってきた

ことの隙間を埋める作業なり何なりというのがまだ結構残っております。今そういうと

ころを埋めるために一生懸命やっているところがあります。先ほどの通告のときに、も

っとスピード感があってもいいのではないか、判断が遅いのではないかというふうなご

指摘もありました。私が今回このような選挙に出るに当たって一番私が感じていたこと

は震災で本当に大きな被害を受けました。ですから、被災者の生活再建、なりわいの再

生、こういう部分はとにかく急いで進めなければいけないという事情は分かるんですが、

私が見ているとあまりにも急ぎ過ぎたために出ている弊害もちょっと見受けられるので

はないかと私は考えております。ですから、実際に外からという表現はおかしいんです

けれども、議員として６年間やらせていただきましたが、そこから見ている部分と実際

に中に入って見ている部分で今まで見えなかったことが結構ありました。今そういうふ

うな部分をやっている最中で、自分の中には最初に思っていたようなビジョンが消えた

わけでも何でもありません。ただ、自分の中で皆さんが判断が遅いというふうに思うか

もしれませんが、私の中では急がずにとにかく着実に一歩ずつ階段を上っていければと

いうふうに思って今一生懸命職員に協力をもらいながらその隙間を埋める作業をしてい
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るというのが現実でありますので、現在今の時点でどこの部分に何をとかそういう部分

については差し控えさせていただければというふうに思います。学校に関してもまだ学

校の場所とかも決まっておりませんので、そういうことも含めて今少しずつやっと進み

始めた、始めようとしているところですので、まだここに作るからこういう町を作るん

ですよというふうなお示しができる状況では今まだありませんので、その辺はご理解い

ただければというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。町長の考えは分かりました。それで、今回大綱１のまちづくり

についてずっと回答を読んでいったときに、最後の５番目に私が質問しておりますまち

づくり構想企画室をというふうな中の回答に職員数が少ないというふうなことがありま

した。今お答えがあったように、町長は復興はまだまだ１００パーセントではない、ど

のぐらいの確率なのかというと半分以上は私は進んでいるだろう、８０パーセントぐら

いは行っているんだろうと思っているわけですが、過去、現在、未来と時間が動いてい

く中で現在と未来のことも考えてまちづくりをしていかなければならないんだろうとそ

のように考えたときに、人手が足りないだけではなく町全体の大きな構想図、未来の予

想、予定図でも構わないと思うんですが、それは絶対作ってみんなに町民に示すべきだ

と思っているわけです。それがなければ夢も希望もこういう町になるんだなとほかから

人を呼び込もうとそういうふうなこともできないのではないかと思うわけですが、その

ような未来に関するある程度の予想、予定図でもこれから町民に示そうというお考えが

あるかないかについてお伺いします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今のご質問ですけれども、示さなければいけないというふうに

は思っております、皆さんに。先ほど回答の中にもありましたけれども、今年度まちづ

くりの核となる第６次総合計画中間年であります。そこの部分のある一定の見直しなり

何なりも含めて今取りかかっているところでありますので、そういう中で長期ビジョン

を考えるときに１０年間のスパンでものを考えているわけですけれども、今１年という

時間がすごく長くて短い。本当に移り変わりが激しいことがありますので、ここで５年

前に作った計画そのままというところではないと思う。これまでの進捗状況と、あとこ

のまま進んでいいのかどうか。多少なりの見直しを加えた形でまちづくりをしていかな

ければいけない。さらに、私としてはこれまでのまちづくりに対しての私としての考え

方の違いがあってこのような選挙に出たものですから、それも含めて考えてその中で一

番大きいのは学校の問題だというふうにも考えておりますので、その辺がある程度決ま

った中で全体の構想と言いますかその辺がお示しができればというふうに思っておりま

す。ただ、大きく全体を全て変えてしまうということではなく、これまでやってきた中

でもいいことはいい、見直すところは見直す。そのような形で私が掲げた中で町民が主

人公のまちづくりということがありますので、できるだけみなさんのご意見も伺いなが

ら少しでも町政に反映していける形で先を作っていければというふうに思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。このことについては町長の公約にありますように、町民の声を

聞いてというふうなことがありますので、８０パーセント９０パーセント決まってから

声を聞くのではなく少し早い段階からいろいろものを聞いてそういうふうな考えも中に

取り込みながら、予定図とか予想図とか将来構想を示せるようにしていっていただけれ

ばというふうに思います。 

      ２点目に移ります。若者の就労や働く場所についてですが、宮城県は従来東北の中で
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も仙台というふうな大都市があって、結構そこの仙台で抱え込める要素があったわけで

すが、近年になって若者を収容し切れなくなってきておるのが現状ではないかと思われ

ております。山元町の若者も仙台一極に行って仕事しているのかというとそうではなく

世界に飛び出して行っておりますし、それから全国、また逆に町に残って仕事しようと

いうふうな方もいるわけです。そのようなときに、働く場所についてみんなでここのと

ころは分析をして評価をしていく必要があるのではないか。機械化されたり、それから

いろいろなＡＩが導入されたりしてどんどん就労人口が減ってきている。回答の中にも

あったように、割と山元町は農業関係の仕事が増えてきているわけですが、若者は最初

からそういうふうな第一次産業に就きたいというふうなことではないと思われます。そ

んな関係から、山元町の人口の中で女性・男性・若者、それが人口ピラミッドの中でど

のぐらい町の中で働いて、そして山元町にはどのぐらいの企業があってどんな構成にな

っているのか。それを調べたことはございますでしょうか。経済センサスというふうな

ことはあると思いますが、それを調べて分析したことはありますでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども回答で言いましたように、毎年各企業を回ってその企

業の状況、ここ３年半、４年、コロナ禍もありましていろいろな経済状況変わっており

ます。燃料の高騰だったり電気料金の高騰だったりありますので、そのようなところも

含めて企業回りをしながら回答でも言いましたように求人関係、そういうのも町なりに

できるところはやっているつもりでおりますけれども、以前ですとということはありま

せんが企業誘致をして地元に企業を呼び込んで働く場を作って、そしてできるだけ町外

に流出しないようにというふうなことでいろいろやっておりましたが、現状調べますと

なかなか地元の会社に勤めるというところが少なくて近隣に、逆に言うと近隣から山元

町に来ているというところもありますので、そういうところの環境の変化、その辺やっ

と実情が見えてきておりますので、そこの辺の部分については内容についてもっと詳し

い部分については担当課のほうからご説明をさせていただければと思いますのでよろし

くお願いいたします。 

商工観光交流課長（大和田敦君）はい、議長。お答え申し上げます。山元町町内でいわゆる中小企

業、個人事業者も含める中小企業と言われるのは約３００社ほどございます。この３０

０社全てにおいて状況内容を把握しているかと言われますと、実際のところはそこまで

は至っていない。ただ、先ほど来町長が申し上げましたとおり、ここ１０数年で立地し

た企業等々の就業状況等々については把握しておりまして、参考までに申し上げますと

商工関係ですと地元の雇用が約２割になります。農業法人関係、こちらですと約５割を

超える方々が就業されているというふうな実態があります。ただ、ただいま伊藤貞悦議

員おっしゃったように若い方々がなかなか最初から一次産業等々に就くかといったとこ

ろは疑問というふうなものも我々持ってございまして、全体的な数字等々を把握するた

め今年の４月から既に１０数社訪問しておりますけれども、その中で例えば年齢構成だ

ったりあるいは出身地、そういったものも併せて確認を取っておりますので、何かの機

会がございましたらまとまった時点でご提示する機会があればというふうに思います。

以上になります。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。回答にありましたように、地元企業への新規学卒者、高卒・大

卒・専門学校卒の方が最初から就職しているかというと隣の亘理町においても工場たく

さんありますがそうではないようです。それから岩沼についてもそのようです。ですの
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で、そこのところが非常に難しいんだろうなというふうに思われております。それから

一般企業含めて住むところと居住する場所と働く場所が近ければ近いほど好都合なわけ

ですが、住むところに企業さんはお金をかけることがなかなか難しくなってきている。

ですので、今後、後で話をしますが若者世代の住む住宅とかそういうふうなことも町で

考えていくのが一つの人口対策なのかなと考えておりますので、このことについては今

後鋭意努力されていただければと思います。 

      続いて３点目に移ります。移住定住対策の評価や分析についてでございますが、今回

の監査委員からの決算審査意見書に子育て定住推進事業は意欲的に各事業に取り組まれ

ているが、十分な成果が出ていない現状が見受けられるとありました。その中には転入

人口があるものの転出人口が上回り、結果、人口減少の状況にある。もっと創意工夫を

重ねて継続的に取り組んでいただきたいというふうな意見書がございましたが、このこ

とについてはどのように判断されておりますでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。皆さんご存じのとおり、先ほども回答いたしましたように山元

町は移住定住、定住支援が他市町村よりも多くあるというところもあって、私はそれだ

けではなく住環境、温暖で雪も少なく仙台にも近いし飛行場も近い、常磐線も通ってい

るし常磐道も通っている。そういうふうないろいろな面で皆さんが移住していただいて

いるというふうには思っております。ある一定の成果はあるのかなというふうに思って

おります。確かにプラスマイナスで考えたときにどうしても離れていってしまう方も中

にはおります。私が見ている中で、私の判断ですが、見解ではありますが、どうしても

結婚したときに奥さんのほうの職場に近いほうに行ってしまうとか、子育ての関係だと

思うんですがそういうこともありまして、できるだけ山元町によそから連れてきていた

だきたいんですが連れていかれてしまう場合もありますので、そういうところも含めて

今後何かの手立てを考えなければいけないんだとは思っておりますが、一定の先ほど言

いましたように移住補助金に対してはある一定の効果が出ていると判断しておりますの

で６年度まで延長をして進めているところでありますが、これもその都度その都度の状

況を判断しながらさらなる支援の在り方をどのようにしたらいいのかというのを考えな

がら進めていければというふうには思っております。どうしてもある一定の枠の中で考

えていかなければならない部分もありますので、どんどん支援だけを増やしてしまって

も町のほうでも厳しいところが出てきますので、その辺、効率よく有効な手立てをその

都度その都度、その年その年で考え見直しをしながら進めていければというふうに考え

ております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。回答では客観的に高く評価しているとございました。ただ、こ

の移住定住については１００人いたらその１００人を国全体、宮城県でも県内でもいい

わけですが、そこの中でその１００人を我が町に我が町に我が市に我が町にというふう

に取り合いをして、そこの中から選んでいただけなければならないわけですね。そうな

ってきたときに水準の高い、選んでいただくためにはそういうふうなことを考えていか

なければならないわけですが、何か町としてはそういうふうないい条件を出している割

にはここをこの地区をポイントにここの地区に移住してもらおうとか、逆に空き家がい

っぱいあるからここのところを今後進めていこうとかそういうふうな具体的な計画がな

いのかどうか。例えば、花釜地区とかここの役場周辺地区とか太陽ニュータウンとか結

構まだまだいい条件のところがあると思うんですが、そういうところを具体的に示して
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もっと効率的なことを考えていくというふうな考えはないかどうかについてお伺いしま

す。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今貞悦議員のほうからご質問のありました場所を決めて定住促

進を図ったらいいのではないかということですけれども、今つばめの杜にある程度集中

して定住が、あの周りも最近アパートなども増えたりとかいろいろしています。ただ、

私としてはできれば山元町というのは何度か前にも言ったことありますけれども、本当

に狭いそんなに大きくない、もともとコンパクトな町だと私は考えておりますので、で

きるだけ町全体のバランスが取れた定住も図れればというふうには考えております。た

だ、地域地域ごとでどこの場所に誘致ができるかいろいろ考えたときに、今できるとこ

ろから少しずつやっていくしかないのかなというふうにも思っております。震災後に津

波防災区域にはなりましたが、駅の東側のほうですね。坂元ですと東側というのは畑、

田んぼになってしまいましたが、山下地区ですとまだまだあるわけですけれども、空き

地がいっぱいあります。そういうところも利活用したいというふうにも思いますし、そ

れ以外の部分、先ほど言った太陽ニュータウンもそうですし各地区にそういう場所は今

後出てくると思います。坂元地区にも元坂中跡地もあったりとかいろいろありますので、

そういうことを全て考えて先ほども一番最初に言ったように今後の構想の中でそういう

部分も一気に全地区というふうにはいかないとは思いますが、少しずつ各地区ごとにこ

の辺にこういうことができるのではないかという部分を考えながらのビジョンを作って

いければというふうに考えております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。というふうなことを含めて私は仮称まちづくり構想企画室とい

うふうなことを考えてはどうかというふうなご提案を申し上げたわけです。今の職員数

でこのことまでやろうと思ったら難しいのではないかと思われますので、この企画室は

５，６人いれば何とかなるのかなと私思います。その中にトップはプラス１の副町長を

据えてもいいと思います。この構想は２年でも３年でも期間を限定してそういうふうな

まちづくりの構想を企画室というふうなことを考えていいと思いますし、それからいろ

いろな学識経験者含めて五、六人の室を作ってまちづくりのことだけをいろいろな観点

から考えていくというふうなことをやっていかないと残っている復興のこともやらなけ

ればだめだ。逆に１０年たったからもういろいろなひずみが出てきている。そこにも対

処しなければならないというふうなことが出てくると、この未来構想についてはなかな

か手が付けられないのではないかというふうなことでそういうふうなことをご提案とい

うか話をしているわけですが、そういうふうなことについては可能性は全くないのか。

なるほどな、考えてもいいのかなとその辺についていかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。この未来構想、まちづくりについてのただいまご指摘のあった

未来構想、そういう室に限らずなんですが、今の何が起こるか分からない、災害が大き

くてそういう部分に関しての危機管理の部分でも私としては本当は専門部局なり何なり

をというふうに考えたりもしたんですが、一番最初に言ったようにまだまだその前にや

らなければいけない部分も少しあります。確かに並行して進めないとどちらか先と言っ

て後になってしまうとその分遅れていきますので、並行して進めなければいけないとい

う部分は分かるんですが、今の現時点の中で単独の室にして今すぐに取りかかるという

ところにはまだ至っていないというのが現実であります。まるっきり可能性がないのか

と言ったらまるっきりゼロではないとは私も考えております。いずれ復興が終了して町
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全体のビジョンを考えてまちづくりを考えていく中で、一番最初にスタートである構想

をきちっとしたものを作らないとその先進めませんので、そのときにはそういうふうな

形での単独の課なり室なりそういう部署で計画を進めるようなことになるのではないか

なというふうには思っております。ただ、今すぐ独立させて専門部署としてやっていけ

るかというとまだここのところではその辺は断言できない部分があります。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。回答の中に余裕のない現有体制というふうな回答がございまし

た。ですので、職員も心にとか時間にゆとりを持って仕事をしなければいい発想が生ま

れてこないと思いますし、ですので、私はそのところも含めて体制整備、それから現有

職員数でどうなのかというふうなことも含めて考えていっていただければと思います。 

議 長（岩佐哲也君）回答はいいんですか。（「はい」の声あり） 

                                             

議 長（岩佐哲也君）それではここで暫時休憩とします。再開は１１時５分、１１時５分再開です。

暫時休憩。 

午前１０時５４分 休 憩 

                                             

午前１１時０５分 再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）１番伊藤貞悦君の再質問を許します。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。大綱２、少子化、結婚、人口減少対策についてに進みます。 

      我が町も基本的には人口減少がどんどん進んでいくだろう。俗に言うと、町全体の計

画を縮めていろいろなことを考えていかなければならない。人口減少するということは

そういうふうなことだと思います。少子高齢化と言われますが、高齢化はどんどん進み、

少子化がどんどん進んでいったらどうなるかというとそのようなことになって行くのだ

ろうと思います。それで、本町の結婚数についてどのように考え分析されていますか。

何で最初に結婚というのを挙げてきたかというと、日本はまだまだ子供、出産、子供を

産むというふうなことの出発点は結婚が第１段階なんだろうというふうに私は考えたか

らこのことを質問の最初に捉えました。我が町の結婚数と見ていきますと、ジューン・

ブライドと言われる６月とかその辺は少し上がりますが、毎月毎月２とか３とか５とか、

多くても７。ここ二、三年はそうでした。特にコロナのときはもっと低いんですね。出

生数、少子化の一番最初の出発点が結婚なので結婚というふうなことを考えて町の現状

はどうなんだろうというふうなことで質問いたしましたが、町長は本町の結婚数、婚姻

数についてどのように捉え考えていますでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。決して多くはないのかなというふうに思います。回答にも言い

ましたように、結婚する時期が少し、何て言うのかな、早い人と遅い人でちょっと差が

出ているといいますか、ただ、こればかりは強制的に結婚しろというわけにもいきませ

んし、結婚したいという相手が見つかるか見つからないか。それと、結婚に対する不安

なり何なりそういうものがないような情勢を作らなければいけないんだというふうに思

います。ですから、貞悦議員が今おっしゃったようにまず子供を増やしてほしいという

か産んでほしいと思えば日本の場合ですと結婚をしてというところがスタートですので、

結婚をしていただけるような機会を作ってそういうふうな出会いの場を作ってといいま
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すか、昔ですとそういうお見合いなり何なりそういうのをお世話する人というのは近所

にいたんですが、今そういうふうな情勢でもないですしそれぞれが自分の意思で相手を

見つけて結婚したくなって結婚するという状況でありますから、そこは先ほども言いま

したように強制はできませんので、ただもうちょっと結婚がいいか悪いかというふうで

すとあれですけれども、そういうふうな環境が本当は作れればというふうには思います。

実際には多くはないのかなというふうには思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。日本の人口問題研究所の調査結果で５０歳未婚率、これは何か

というと５０歳までに１度も結婚したことのない人というふうな数字なんですが、２０

２０年で男性が２８．２５パーセント、女性が１７．８１パーセントで、３０年間で５

倍ぐらいに５０歳まで結婚しない人のパーセントが増えてきている。これも何で結婚し

ないのというふうなことを調べた結果、簡単に今町長が話されたようにお世話をする人

がいないとか出会いの場がないとかというふうなことが圧倒的に多いんです。それから

男の場合です。女性の場合は高収入になって結婚しなくても自分１人で生活できるとい

うふうなことが理由の中に挙げられてきておるわけです。そんなふうなことから私は結

婚が全てではないと思うわけですが出生数、それを増やしていくには結婚というのが一

番最初に来るのかなというふうなことなんです。逆にもう１つ、合計特殊出生率という

のは女性が一生の間に子供をどのぐらい産んでくれるかというふうなことが１９８９年

１．５７ショックというふうに言われて、１．５７だったんですが、これが非常にショ

ックだったのがそれから３０年たってもっともっと減ってきているんです。２０２１年

は１．３０、我が山元町はどうなのかというと今回の決算審査の中に出生率評価Ｄです

よね。ショックを受けました。このことを考えてまちづくりというふうなことを考えて

いかないと、本当にこれから将来厳しいなというふうなことで今一般質問しているわけ

ですが、町長はＤ評価というのを見たときにどう感じられました。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。出生に関しての評価というのは数字上でのＡＢＣＤということ

で、結婚するしない、そして子供を産む産まないというのは周りがいい悪いとかそうい

うことで判断することではないと思うので、必ずしもＤだからどうだというのはどうか。

ただ、町として今少子高齢化、町だけでなく国全体として少子高齢化というところでど

うやったら子供を産み育てるようなそういうふうな気持ちになってもらえるかというの

を今国全体で考えているのかなというふうには思います。ですから、この場で私がその

評価に対していいとか悪いという判断といいますか。いい悪いを聞いているのではない

と思うんですけれども、どのような思いかということだと思うんですが、今言ったよう

にいい悪いではなく今全体的にそういう状況の中で山元町の若い世代の人口が少ないと

いうのが１つの原因なのかなというふうにも思いますね。ただ、先ほども言いましたよ

うに若い人たちにどうやって山元町に移住してもらうか今一生懸命やっているところで

すので、そういう部分も含めてその先のそういう子育てといいますか育てる前の段階で

すから、今後それは十分考えていかなければいけないことだと。今も考えてはいるんで

すが、その辺は分析しながら今後も進めていかなければいけないことだというふうには

思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。我が山元町にとっても少子化というのは近い将来非常に大きな

手かせ足かせになってくるだろうと思われます。生産人口がどんどん減ってくることも

確かですし、それから人口が減ってきたら空き家対策とかいろいろなことが出てくると
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思われます。特に岸田総理が異次元の少子化対策というふうなことを言って我が町にも

それが浸透されてくると思いますが、よく読んで考えてみたら３つの方針の中で１、児

童手当を中心とした経済的支援の強化、これは我が山元町結構強くやっていますね。２

つ目、学童保育や産後ケアなど子育て家庭を対象としたサービスや拡充、これも山元町

は非常に高いです。３つ目、働き方改革の推進と育児休業制度の強化、この辺の働き方

改革とか何かについては考えるところはあると思いますが、結構山元町はこの異次元の

少子化対策は進んでいるほうだと思っているわけですが、先ほども言ったように子供の

数が増えない。ですので、私はこの質問を取り上げるときに結婚の数と子供の出生数の

数はいわゆる相関関係にあるのかなと思って調べてみましたが、そんなに相関関係にあ

るわけではありません。ただ、概して言えるのは子供の数、１夫婦について１．２幾ら

とか１．５以下なわけですから、ゼロの場合と２人の場合とかしかないわけです。です

から、子供の数がどんどん減ってきている。それは何でかというと働く環境とかいろい

ろなことが大きな影響を与えてきているのだろうというふうに１つは解釈しております。

後のほうでも挙げてありますが、町の施策の中に何で私は第１子から同じ条件で上げな

いの、サービスをしないのと。国からの支援だろうと思うんですが、１子からやればも

っと違ってくるだろうと思っているんですが、２子から３子からというふうに国に横並

びしているわけです。町長はそこのところを第１子からやればもっと変わってくるとは

考えられませんか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。おっしゃるとおり、その辺は何人のうちの１人だけとか２人だ

けではなく対象を全体に大きく広げるというふうな考え方としては決して間違いではな

いのかなというふうには思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。そういうふうなことで２番の出会いの場の創出等について具体

的に話をしていきますが、町長も先ほど話されました。そういうふうなことをしてくれ

る方が減ってきているということで、私大分前にこのことについては一般質問をしてお

ります。それで、本を読んでいろいろ調べてみました。日本は未婚化している。その本

はあそこの議員のコーナーに１冊寄附、寄贈しております。間違いなく結婚する方が減

っております。その中でも昔は隣近所におせっかいな、言葉は悪いですがおせっかいと

いうか面倒見のいいお年寄りがいてくれたわけです。そういう人を我が町でも逆に協力、

何と表現していいのか分かりませんが、マッチング相談員とかというふうな認証状とい

うのはおかしいですけれどもそういうふうなことを各コミュニティーに１人とか２人と

か置いていろいろなことに対処していくことを少し考えていけば少し違うのかな。そう

いうふうなことでもしていかないとなかなかこの問題は解決しないのではないか。県の

ＡＩマッチング、山元町２人ですよね。それをもっと我が町のことを考えたら我が町独

自のやり方を考えていかなければならないと思っているわけですが、その辺については

いかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今の先ほどから出ているお見合い、それは当事者が昔と違って

お見合いとか嫌がる人もいますし、ですから、自分の意思でＡＩのマッチングシステム

というのは簡単な話が自分から希望をしてお見合いをするという形だと思うんです。昔

は議員がおっしゃったようにお世話役がいてこちらからこの人どうだみたいな話、なか

なかそれを今は嫌う人たちも多いので、結局自分から望む方が、お見合いを望む方が自

分から進んでお見合いをするという形がこのマッチングシステムだと思うんですけれど
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も、なかなかそういう部分で山元町、そこに登録する方も少ない。２組といっても１１

名ですから、登録が。ですから、若い人の数も少ないというのもあるんでしょうし、そ

れぞれの個々の事情があって、回答でも言いましたように何とかそういうふうな少しで

も出会いの場ができるような。結局今、昔もそういうのはあったのかもしれませんが、

２４時間体制の職場が多くてなかなかそういう出会いの場がない若い人たちもいるのか

なというふうに、夜仕事したりそういうふうなこともあるので、ただ、その辺当事者が

その気にならないとなかなか難しいのでこちらから強制的に無理やり結婚させるみたい

な形はちょっと難しいとは思うんです。本当に難しい問題だと思います。たまたま山元

町の場合は決して若い人が全然いないわけでも何でもなくて、ある程度子づくりの終わ

った人が移住してきたりちょうど子供を出産する時期に山元町にいないので届出が少な

いのかなというふうにも思うんですけれども、だからその辺をよく分析をして、ただそ

れが行政でどこまでできるかというのは難しいかなとは思います。ただ、できるだけの

支援なり何なりというのは考えていかなければいけないというふうには思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。繰り返しますが、結婚するつもりがないというふうに答えた女

性は非常に少ないんです。逆に結婚に対して高い割合で前向きな気持ちを持っていると

いう人のほうが多い。一生結婚するつもりがないと答えた未婚者は男性が１２パーセン

ト、女性が８パーセント。ですから、女性のほうが結婚しようという意識は高いんです。

ですから、問題は結婚適齢期に恋愛相手なし、大多数の現状がこの場面なんです。です

から、ここの場面を我がこの山元町に行くとそういうふうなことが解消されるというふ

うなうわさが立つと非常にいいわけです。例えばどういうふうなことを言っているかと

いうと、大條家茶室のサンドイッチマンのようなああいうふうなＰＲ効果が出てくれば

もっと変わってくると思うんです。世話好きな人が少なくなってきているんです。だか

らこういうふうな現状が起きている。山元町は世話好きな人を増やそうというふうな運

動を私はしたいなと思ってそれから７２歳になりました。それで残り何年生きられるか

分かりません。世話好きな老人になろうと思っています。そうやって何か地域に貢献し

ていかないと生まれてきた甲斐はないのかと思っていますので、結婚が全てではありま

せんが、逆に結婚をきっかけに町のことを考えたり社会のことを考えたりするような人

を増やしていこう。そのために各コミュニティーにそういうふうな人を増やしていくよ

うな何か工夫を私もしますので、町としても何か工夫をしていただけないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども言いましたように、先ほどはＡＩとそれと地場産品を

使った形でのという形でしたけれども、そこに限定した形での回答をしましたが、そう

いうふうな出会いの場といいますかそういうふうなイベント、そういうのを今後少しで

も１回でも多く企画をして、これまでコロナもあってなかなかそういうふうな集まり事

というのができない制限の中で何年か過ぎておりますので、今後そういうコロナ禍の事

情、そういうのも含めて見てイベントなどを１回でも多くできるように努力していきた

いというふうに思います。できるだけ、先ほども言いましたように結婚してもどこかの

町に引っ越していくのではなく逆にこちらにお嫁さんなり旦那さんを連れてきてもらえ

るような町というふうに目指していきたいと思いますので、その辺は少しずつでも町と

しても企画してやっていければというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。コロナが減ったわけではなく逆に何か山元町は増えているとい

うふうなことを聞きますが、いろいろなイベントでいろいろな人を引っ張り出したりな
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んかして出会いの場を作っていって、出会いを多くすることによって結婚しようという

意識を醸成していくというふうなことが大事なことだろうと思います。特に我が山元町

には女性が圧倒的に多い職場というのもございます。つい最近、こんなに宮城病院には

女性の方が勤めているのかというふうな体験をしてまいりました。結構という表現はお

かしいですが、非常に多いんです。寮にお住まいで３交代でなかなか出会いの場がない

んですよね。そんなふうなことも含めてこれまでのことを調べてみたら結構我が山元町

は看護師さん経験者が結婚してお住まいになっているということが非常に多いわけです

ので、いろいろな形でいろいろな出会いの場を作っていけたらなというふうなことを思

っていますので、お互い協力してこの出会いの場の創出について考えてまいりたいと思

っております。 

      それでは３つ目、町職員に孫休暇制度を導入する考えについて。何で町職員だけなの、

一般企業も必要なのではないかというふうに言われますが、一般企業さんの前に孫休暇

とか男性職員の育児休暇とか有給休暇とかというふうなことをぜひ町長みずからが取り

なさいよ、残業を少しでも減らして子供のために孫のために別のことをしなさい。地域

のためにもしなさいというふうなことを考えていっていただきたい。それで仕事に余裕

がなければ職員を増やしてほしいというふうな要望をされていいと思います。有給休暇

も取れない、いろいろな制度があっても取れないというふうな働く場では私は息が詰ま

ってしまうのではないか。仕事だけしろというふうなことではなく、こういう制度をき

ちっと活用しなさいというふうなことも管理職サイドからも職員に言ってほしいと思い

ますし、自分の家族や生活のために必要だと思いますがいかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。議員のおっしゃるとおり、これも最初にお答えしたとおり、私

もこれに関しては決して反対ではなく逆に賛成であります。保育所に通う方たちが増え

ているというのはこれまで家で見られていたのが見る人がいないとかそういうことがあ

って、回答にも言ったように核家族化が進んでいたり共働きが増えたりとか若い世代で

家を持つ人が増えてきたのかな。これはすごくいいことだと思うんですけれども、そこ

を自治体としてどこまで支援できるかだというふうに思いますので、そういう部分で職

員の孫休暇というのを作ることができればそこにもつながっていくのかなというふうに

は思いますので、今進んでいる核家族化もそういう孫休暇をとって孫の面倒を見ている

うちにもしかすると同居になったりとかそういうこともあり得るのかなというふうにも

思いますので、プラスにはなると。いろいろな意味でのプラスの方向にはこの制度とい

うのはいいのかなと私的には思っておりますので、周りの動向を見ながら時期を見てで

きるように前向きに検討をしていければというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。そのように考えて進めていっていただければと思います。 

     大綱３番に移ります。子育て世代への支援について。１つ目、国の誰でも保育政策、こ

のことについては回答にあったとおりなわけですが、誰でも今までの条件ではない、条

件が緩和された段階で保育所に、または保育園に子供を預けられるというふうなことが

進められたら、我が町の施設の拡充、現状の状況で大丈夫なのかどうか。その辺につい

ては分析されているでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。議員も多分分かっているとおり、現状でも今は保育事業に関し

ては１人２人ですけれども待機児童も出ている状況、結構いっぱいいっぱいでやってい

る部分が多いので、ここで誰でも保育というふうな形になるとなかなか今の現状では町
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としては受入れ体制というのは全然不十分であるというふうに理解しております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。それは施設、それから保育基準に準じた保育士の数等々という

ふうに解釈するわけですが、もう１つは誰でもとなったときにゼロ、１、２歳を坂元地

区の子供たちをどうするか。どういうふうに受け入れるか。できるだけ移動距離が少な

いようなことを考えていかなければならないわけですが、地域性を重んじて坂元地区に

保育所を作ろう、また保育施設を作ろうというふうなことについてはどのようにお考え

でしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これも私が今回選挙に出るに当たって保育所再建、保育所の整

備に関して坂元に保育所を再建することを含めて考えるというところもありました。私

も地域的にもともと保育所が１つあったわけですから、そこに今の現状を見るとあって

もいいのかなというふうに考えたりもしております。ただ、今の子供の数の推移で以前

私も議員時代にも言いましたが、結局子供を増やす政策をしているわけですから減って

いくという状況の中での考え方ではなく、増やすという考えでものを考えていかなけれ

ばいけないのかなというふうには思っておりますので、誰でも保育というところを国が

打ち出してきたこともありますので、そういう部分も含めてもうちょっと幅広くものを

考えて今後も検討していかなければいけないのかなというふうに思っております。場所

的なものとかいろいろな状況、今の現状、そういうのも含めて本当は保育事業というの

は最初に言われたようにとにかくスピーディーに早く決断をして進めなければいけない

ことだとは思うんですが、今いろいろな幼稚園関係の事業もあります。それで現状とし

て子供の数が少ないというところがありますので、そういうふうな民営でやっている部

分との保育と幼稚園、全然中身が違うわけですけれども、その辺町としても両方考えな

がら進めさせていただければというふうに思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。坂元地区保育ステーション、現在利用者６名ですよね。直接こ

ちらのつばめの杜とかその他のところに送迎されている方というのは何人おります。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。そのことについては担当課のほうからお答えいたします。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。坂元地区においてつばめの杜保育所のほうに通園

している園児に関しまして、２３名ということでおります。そのうち６名というふうな

形で坂元送迎ステーションのほうを活用している状況でございます。以上です。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。２３名と言えば小規模保育なり中規模でも利便性とか地域性を

考えたらそういうふうなことも考えてやっていいだろうと思うし、選べる施設を作って

やるべきだというふうなことをお話をしておきたいと思います。今後、慎重に検討し早

急に対処されるように望んでおきたいと思います。 

      ２番目、給食費、副食費を第１子から全額支給する考え、新聞紙上で山元町は一部と

いうふうなところに名前が載っておりますが、どんどん他の市町村は給食費については

前向き前向きに検討されてきておりますが、何か我が山元町だけお金がないみたいな言

い方をされて踏み切らないでいるような感じを受けるわけですが、やる気はあるんです

ね。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。よその市町村がどんどん進んでいるという表現がありましたが、

実を言いますとそんなに進んでいる自治体もそんなに多いわけではなくて、県内でです。

ですから、いろいろな機会があるたびに国に対する要望として国のほうで早急に給食費

の無償化を進めてほしいというのは本当に事あるたびに訴えているというのが現状であ
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ります。ただ、私といたしましては公約でも上げましたように私が給食費の無償化とい

うのを出したのは経済的に助けるという部分もありますが、そうではなく数年前に小中

学生の給食に関してカロリー不足という事態が起きたことがありました。そのときに予

算を使ってしまってそれでお金が足りなくなった分カロリーが少し足りなくなったとい

うたしか件あったと思うんですが、そういうの一番の育ち盛りのときに食べたいだけ食

べさせられないというのはちょっとなというのあって、私としてはその辺は子育てと子

育てするならという中では町として給食費の部分、何とかならないかというところで考

えた私としての策だったんですけれども、今でもその気持ちには変わりありませんので、

今回の今前向きに検討している段階ではありますが、今回の中期財政見通しの中でのお

金のやりくりをちょっとして、できればというふうには考えておりますが、回答でも言

いましたように、今年だけやって１年だけ無料にしますというわけにはいかないと思っ

ています。やったらずっとそれは続けるべきだというふうに思っていますので、そうす

るとそこの部分の予算というのをきちっと考えて今後の、毎年の予算の中にそれは必ず

入ってくることになりますので、約全体で５，０００万円から５，５００万円ぐらいか

かるかなというふうに今見込んでおるところですけれども、限りのある枠の中でものを

考えていくときに優先的にどこに予算を使わなければいけないか。それを住民、そして

議会の皆さんにも理解していただいて進めていかなければいけないわけですから、その

辺を今こちらのほうでじっくりと考えているところでありますので、もう少し時間を頂

ければというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。議会の皆さんの賛成は私だけ給食費を言っているわけではあり

ません。過半数以上の方が給食費は無償化しろというふうに言っていると思いますので、

町長が提案されたら即これは可決されると思います。ですので、いち早い決断を望んで

次に進みます。 

      子育て夫婦への住宅の設置、整備、家賃の支援策を講ずる考え、特に子育て支援につ

いてはその環境整備はできているのかというふうなことが私疑問です。若者の働く場、

生活環境、出会いの場、住居条件、これがそろわないと移住定住子育て１本化してなか

なか来ないと思っておるわけですが、このことについてはどのようにお考えでしょうか。

子育て支援に関する環境整備は万全かというふうな質問についてどのようにお考えか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。そのときそのときでやっているときは万全といいますか今でき

ることがここまでだというところでやっております。これも子育て、支援をするという

ことはそれなりの予算的なものもかかってきます。ですから、先ほどの回答でも言いま

したが、部分だけを見て今やっているのにまたプラス、プラス、プラスということでは

なく、何か１つやるときには全体を見ていかないとなかなか枠の中でその枠を増やすに

してもそういうところがありますので、今の現状の中でやっている中で今やっているの

はよそよりもそれなりにやっている部分もある。ただ、周りの近隣自治体で山元町がや

っていないような支援をやり始める。それが本当に効果的だと思ったときに、その自治

体は山元町と同じこと全部やった上にそれをやっているかとそうではなく、こちらでや

っていることはやっていなくてそこの部分、違う部分に目を向けている部分もあります

ので、そういうふうな周りのところにも常に町としては目を光らせているつもりなんで

すが、そういう状況を見ながらそのときそのときで見直しをかけながら対応していけれ

ばというふうには思っております。ですから、万全かと言われますとやっているときは
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万全だと思ってやっているんですが、その流れの中で足りない部分が出てきたり、逆に

言えば今やっている部分を削って違うほうに向けたほうがいい場合もありますので、そ

の辺は臨機応変に見直しをかけていければというふうには思っております。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。放課後児童クラブの拡充について移りますが、拡充でどこを拡

充してほしいかというと長期の休み期間の拡充を望んでいるわけです。特にその中でも

山元町は町民プールがなくなって各学校にプールがあるわけですが、その各学校も働き

方改革とかいろいろな問題でどんどん期間が縮小されている。こんな暑い夏でも本当に

日数が限定されておりますので、そういうふうなところまで含めて拡充を望んでおきた

いと思いますがいかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今の議員の質問というのは夏休みとか春休みとかその休み期間

中に預けられるようにということですね。そういうことですよね。今議員がおっしゃっ

たように、働き方改革とかいろいろなことがあってその期間、休んだりもありますけれ

ども、今そういう中においても町として先ほども回答したようにできるだけ子供たちを

預かれるような仕組みを作ろうといろいろ努力しながら、見直しをかけながらやってい

る最中でありますので、今現状についてのもっと詳しい内容について担当課のほうから

説明をさせていただければと思います。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。放課後児童クラブについてご説明いたします。放

課後児童クラブにつきましては平日、学校が終わった後というふうなことも含め、あと

は長期の休みということで申込みを承っております。夏休み・秋休み・冬休み、学年末

の春休みということで希望に応じて受付ということで行っております。以上でございま

す。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。５番目に移ります。高校生の通学費を支援する考えについてで

すが、ご存じのとおり、我が山元町は宮城県内で数少ない高校のない町ですよね。それ

でも結構高校への進学率の高い町なわけです。自転車で通っている方もおりますが、多

少このところはそういうふうなこととかその後の町への定着を考えたときに奨学金と同

じような先行投資という意味で通学費の一部支援を考えられないかどうか。そのことに

ついていかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。この高校生の交通費、電車賃なり何なりの支援というのに関し

ましてもこれも一つの子育ての中に入ってくるのかなと。今中学校までは義務教育です

けれども、普通高校もほとんどの方が今通いますので、そういう部分においては子育て

の支援の１つかなというふうには思います。最初に答えたように、支援もどこまででき

るか、やれるのかというところも含めて本当に検討課題かなというふうに思っておりま

す。今子供が少なくて大学などもいろいろ大変だという記事も見ました。山元町ですと

仙台まで４０分で行くような場所ですし、若い人たちに住んでもらうというときに大学

生が山元町に住んで仙台に通ってもらえるような状況が何とかできないかなと考えたと

きに、そういう交通費の問題とかも私考えたことはあったんですが、今山元町も町内に

あるアパートなども結構都会並みの家賃かかるということで、どこで差がというか利点

があるのかなというのが難しくなってきているところもあるので、そういうのも含めて

そのときには大学生の方に運賃、電車賃少し支援などできないのかなと考えた時期もあ

りましたが、先ほど来言っているように、年々いろいろな社会情勢が変わってきており

ますので、そういうことも含めて全体を見た中での１つの方法として今後検討をさせて
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いただければというふうに思います。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。国では児童手当を高校生までというふうな考えも出てきており

ます。それは国は国、町は町というふうな問題で考えていっていいと思いますが、我が

山元町出身の高校生は結構部活動をやっている高校生が非常に多いんです。部活動をや

っているというふうなことはアルバイトができないというふうなことになります。そう

なってくると、部活動しないとアルバイトというふうなことで親の収入によってそれが

格差が出てきますので、そういうふうなところを考えて少しでも支援をしてやれればな

というふうなことを考えております。特に携帯電話を持つ高校生が１００パーセントに

近いぐらいになっていますから、そのためにアルバイトをしているというふうな生徒も

おります。そんなふうなことを考えたときに今後このことについては考えてやってもい

いのかな。私だけではなく同僚議員もそんなふうなことを一般質問なさっていたことも

ありますので、お考えいただければと思います。 

      最後に６番、小中学生の通学用かばんを町指定とするなど支援はできないかについて

に移ります。回答にありましたが、要件に該当する方に対してというのは収入ですよね。

ですので、逆に私は指定してこれだよというふうにしてやったほうがいいのかなと思っ

てこれを上げました。特に前に私これ質問したときにこういうふうに回答されました。

じいちゃんばあちゃんは孫のために少し高くてもかばんを買ってあげたいという気持ち

があるのでというふうなお考えありましたが、じいちゃんばあちゃんは勉強机を買って

やれと私は思います。ですので、かばんは町長が持っていけとは言いませんので、これ

は町からですよ、教育長がこれは町からですよというふうに指定してやってもいいのか

な。中学生はそうなっていますよね。ですから、小学生にもそういうふうにしてやって

もいいのかなというふうに思うんですが、これはいかがでしょうか。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。今おっしゃられたとおり、中学校は１つですし、基本は学校で

使うものについては制服とか体操着、上靴、かばん、中学校はそれらを学校指定として

おります。今お話あったように小学生についてもかばんについては町指定としというこ

とですが、町の指定とするということと支援するということはちょっと別に考えなけれ

ばいけないのかなと。町指定とすることで支援もしやすくなるということはあると思う

んですが、ただ、その支援の在り方としては先ほど来町長が繰り返し答弁しているよう

に、施策全体の中で考えていくべきものかなと。単発でその部分についての支援をする

と保護者の方々にとっては負担軽減ということで大変いいことだとは思うんですけれど

も、全体の中でどこの部分に支援をするかというのは全体的に考えていくべきかなとい

うふうに思っております。以上です。 

 １番（伊藤貞悦君）はい、議長。今回の私の一般質問は住みたい町山元町ということに関して一

般質問してきましたが、プラスこれからも住み続けられる山元町というまちづくりをし

ていかなければならないと思いますので、そのような観点から鋭意努力をしていただき

たいというふうに思います。 

      これで私の一般質問を終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上で１番伊藤貞悦君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は１３時１０分、１時１０分再開とします。

暫時休憩。 
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午前１１時５２分 休 憩 

                                             

午後 １時１０分 再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）初めに午前中の伊藤貞悦議員の質問に対する回答の中に一部訂正の申出があ

りますので、許可いたしたいと思います。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。先ほど伊藤貞悦議員にお答えいたしました坂元送

迎ステーションの利用者の人数に誤りがありましたので、訂正させていただきます。利

用者６名ということでお答えいたしましたが、令和５年度につきましては利用者７名と

なっておりますので、訂正させていただきます。以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）それでは、続きまして６番髙橋眞理子君の質問を許します。髙橋眞理子君、

登壇願います。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。６番髙橋眞理子でございます。令和５年第３回山元町議会定

例会におきまして一般質問を行います。 

      私の今回の一般質問は大綱３件、細目７件についてです。 

      大綱１は、過疎地域持続的発展計画について。現在全国のおよそ半分の８８５の市町

村が過疎地域に指定されています。本町が過疎地域に指定されて６年が経過しました。

令和７年度までの過疎地域持続的発展計画が示されていますが、今後の取組に向け以下

のことについて伺います。 

      細目１、移住定住希望者がお試し移住できる施設を多くの自治体で整備していますが、

本町も取り組む考えはありませんか。 

      細目２、移住定住促進を目的として国の補助金で町が空き家を整備し、希望者に賃貸

する中間管理住宅制度というのがあります。こちらを取り入れ、多くの実績を上げてい

る自治体があります。本町も取り組む考えはありませんか。 

      続いて大綱２、若者の地元定着施策についてです。 

      細目１、若者の流出による人口の減少傾向は続くと予想されていますが、若者の地元

定着施策について現在どのように取り組んで、今後具体的施策をどう講じていく考えで

いらっしゃいますか。 

      細目２、若者たちの町に対する課題や夢などを対話する機会の場として町長とのタウ

ンミーティングを定期的に開く考えはありませんか。 

      細目３、新たな過疎対策には従来とは違う新しい仕組みづくりを進める必要性がある

と言われ、その中でも次世代を担う若者たちの人材育成は重要であります。今後若者た

ちの人材育成について具体的施策をどのように講じていく考えでいらっしゃいますか。 

      次、大綱３、町の活性化についてです。 

      細目１は外部からの多様な人材は今や町の活性化には欠かせません。地域おこし協力

隊のほかにも専門分野の都道府県過疎地域等政策支援員、そして人材派遣型企業版ふる

さと納税など国の制度を活用し複数の民間人材を取り入れる考えはないですか。 

      細目２です。住みよいまちづくりにデザイン思考と呼ばれる考え方を取り入れようと

専門の企業と連携協定を結んだ町があります。この取組は県内では初めてで、町民の心

地よい暮らしの実現と町のイメージ向上で魅力を高め、人を引きつけるまちづくりを推
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進しようというものですが、本町も取り入れる考えはないでしょうか。 

      以上、大綱３件の私の一般質問にお答えください。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。髙橋眞理子議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、過疎地域持続的発展計画についての１点目、お試し移住できる施設の整備

について及び２点目、中間管理住宅制度への取組についてですが、関連がありますので

一括してご回答いたします。 

      県内の自治体でも移住支援サポートセンターを設置し移住相談と併せて短期的滞在で

移住先の暮らしが体験できるお試し移住住宅を整備し、移住への取組が行われておりま

す。また、町が所有者から空き家を借用しリフォームをした上で移住希望者に貸出す中

間管理住宅については空き家を有効活用し、長期的滞在で移住体験ができる理にかなっ

た定住への取組であると認識しております。町といたしましては、これまで行ってきた

移住定住支援策に加え現在策定中の空き家等対策計画の調査結果を参考にしながら、他

自治体の先進事例の情報収集や研究を行い、関係機関と連携しながら過疎地域持続的発

展計画の具現化に向け鋭意取り組んでまいりたいと考えております。 

      次に大綱第２、若者の地元定着施策についての１点目、今後の具体的施策についてで

すが、新婚子育て世帯等に重点を置いた本町の移住定住支援策については震災後も多く

の方にご利用いただいており、その転入実績は昨年度末時点で３０４世帯８４０人に達

しております。また、民間賃貸住宅へ入居の方も含め既に町内に居住している方が新た

に町内に住宅を取得した実績については７２世帯２９９人となっており、本町の人口減

少に歯止めをかけ若い世代の地元定着に貢献しているものと捉えているところでありま

す。一方、今年度から新たに取組を進めております地域おこし協力隊の導入については

隊員等にとって地域への定住定着をしやすい環境整備を図るべく、７月から地元団体等

との意見交換を行っており、年内には隊員の募集を開始する予定であります。なお、今

後の子育て施策の指針となる第３期子ども・子育て支援事業計画については今年度中に

ニーズ調査を開始することとしており、計画改定となる令和７年度に向けて作業を進め

る予定であります。町といたしましては、本計画により町民の皆さまからのご意見に加

え総合計画に掲載する目標指標の達成状況やこれまでの子育て施策の実績等を検証し、

より効果的な施策を展開することで若者のさらなる地元定着につなげられるよう努めて

まいりたいと考えております。 

      次に２点目、若者たちと対話する機会の場を定期的に開く考えについてですが、私は

町の将来や地域が抱える諸課題の解決に当たっては町民の皆さまからのご意見やニーズ

等の把握に努め、また、良好な協力関係を築きながら施策に反映することが町政運営を

担う上での基本と考えております。人口減少や少子高齢化が駆け足で進む本町において、

持続的に町を発展させていくためには若い世代から選ばれる魅力あふれるまちづくりが

重要であり、若者が町の未来や課題をどう考えているのか直接膝を交えてその思いを伺

い、若者の視点や問題意識を的確に捉えることが重要であると認識しております。私が

目指す町民が主人公の町山元町の実現にはこれからのまちづくりを担う発想力豊かな若

い力が重要でありますので、より効果的な手法を模索しつつ当面は行政区単位で実施す

る予定の地区懇談会をはじめとする様々な場面を捉えながら若者との対話を常に意識し、

職務に当たってまいりたいと考えております。 
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      次に３点目、若者たちの人材育成についてですが、過疎地域における地域の人材の育

成確保については人口減少や少子高齢化が進む過疎地域において自治会などの地域コミ

ュニティーの対応に一定の限界が見込まれる中、地域住民や関係人口の中で当事者意識

を持つ人材を育成することは大事な視点であると認識しております。本町におきまして

も令和３年度に策定した山元町過疎地域持続的発展計画の中で地域社会の担い手となる

人材の確保と育成に取り組むこととしております。具体には、移住定住、地域間交流の

促進と人材の育成を図るため引き続き新規転入を促すための施策として補助事業を実施

するほか、熱意と行動力が期待される地域おこし協力隊の活用なども将来的には若者た

ちの人材育成につながるものと考えております。また、社会教育活動の分野では教育委

員会において地域づくりに参画するジュニアリーダーの活動を通じて次世代を担う若者

たちの継続的な育成に勤めております。町といたしましては町の活力を維持し持続可能

な地域コミュニティー体制を整備するためにも人材の確保と育成に重点的に取り組んで

まいりたいと考えております。 

      大綱第３、町の活性化についての１点目、国の制度を活用した複数の民間人材を取り

入れる考えについてですが、ご指摘の制度はいずれも人件費の負担なく観光や産業振興

等に関し専門的な知識やノウハウを有する民間企業等人材を派遣いただき、地域振興の

より一層の充実強化を図ることが期待できる制度であります。本町においても今年度自

治体ＤＸ及び地域おこし協力隊の導入において地域活性化企業人制度という国の人材派

遣制度を活用し、民間企業等から３名の専門人材の派遣を受けておりますが、取組の着

実な推進もさることながら、その仕事の進め方や考え方、専門的な知見には私自身も大

変よい刺激を受けており、制度活用のメリットを実感しているところであります。しか

しながら、現段階において現有体制等の中でご指摘の各種制度を取り入れるのは困難な

状況にありますので、当面は地域おこし協力隊の令和６年度導入と自治体ＤＸの取組を

着実に軌道に乗せることを最優先にしながら、業務を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

      次に２点目、デザイン思考を取り入れたまちづくりについてですが、デザイン思考と

は過去の事例やアンケート結果等に縛られるのではなく行政サービスを必要とする町民

のニーズを掘り下げて課題解決に当たる手法のことであり、これまでにない新たな発想

を生み出す有効な手段であります。一方で、デザイン思考によるプロジェクトの進め方

については従来の業務の進め方とは対照的で、プロジェクトの成功、つまり失敗しない

ことを前提に事業を進めるのではなく試行と改善を繰り返しながら課題の解決を図る手

法であることから、一筋縄ではいかないまちづくりへのプロセスであると感じておりま

す。町といたしましては、町民の心地よい暮らしの実現などを図る上でこのような取組

は斬新な進め方であると受止めつつも、ご指摘のありましたデザイン思考に限らず専門

企業との連携協定や前例にとらわれない新たな視点によるまちづくりについて、幅広く

勉強してまいりたいと考えております。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）６番髙橋眞理子君の再質問を許します。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。ただいま町長からご回答いただきました。 

      それでは再質問をさせていただきます。まず本町が過疎地域に指定されてから６年が

経過いたしました。令和３年度から令和７年度までの５年間の過疎地域持続的発展計画
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が示されていますが、本町の活力の維持のための１つとして移住定住を促進し人口増に

つなげることは言うまでもありません。本町の移住定住施策は移住定住支援補助金事業

で、これは平成２０年度の制度発足以来補助内容を見直しながら事業を継続しています。

新たに住宅の取得等を行う新婚子育て世帯の新規転入者などへは県内でも手厚い補助金

が支給されており、実績成果を上げています。今の制度は令和６年度までというふうに

伺っておりますので、その後はまたどうなるのかということはご検討中なのかなと思わ

れます。お試し住宅の整備についてですけれども、私は２年前の６月議会の一般質問で

も移住希望者に移住体験ができる設備として提案した際に、前町長は補助金事業で実績

成果を上げているのでお試し住宅の取組は考えていない。移住定住政策はまずは今のや

り方を基本にして取り組んでいくというご答弁がありました。先ほどの町長のご答弁で

は現在策定中の空き家等対策計画の調査結果を参考にしながら、そして他自治体の先進

事例の情報収集や研究を行い関係機関と連携しながら鋭意取り組むというお答えでした。

一般社団法人移住交流推進機構が２０２０年２月に行った調査によりますと、回答を寄

せた１，１９５自治体のおよそ４割に当たる４４４の自治体が移住体験ができる住宅を

整備していると言います。これは県内でも新聞等で紹介されていますからご覧になるこ

とはできていると思います。そして、この統計によりますとこれらの移住体験住宅の８

割以上は民間の空き家などを活用したものとなっています。地域における空き家の増加

も近年大きな問題となっていますが、多くの自治体では空き家等を改修してお試し住宅

を設置しているというのが見られます。既存の空き家をうまく活用することで移住者を

呼び込もうとしているわけです。現在、町で策定中の空き家等対策計画の進捗状況はど

うなっていらっしゃいますか。お聞きいたします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今ありました空き家対策、空き家というのは我が山元町におい

ても最近増えてきておりますので、その空き家、空き家を所有している方の協力を頂き

ながら今後のそういう移住定住にもつなげていければということでやっておりますので、

その進捗状況については担当課のほうから説明をさせていただきます。 

町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。空き家等対策計画の進捗状況についてお答えいたします。

現在のところ、空き家等の調査候補の抽出、これを大体終えまして約４００件抽出して

おります。それに加えまして、今回は各行政区長さんにそのリストなどを確認していた

だきつつ、漏れとかプラスアルファがないかということを今進めておりまして、その後

に現地調査に近々入る予定という段階でございます。その後ですが、当初予定では１０

月末ぐらいまでに現地調査を終えて、その後に所有者に対し意向調査、今後どうするの

かというようなこと等を確認する意向調査を行う。これが年内ぐらいの予定となってお

りますが、現在若干遅れてはおりますけれども年度内には台帳などを完成させたいとい

うふうに考えております。以上です。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。４００件の空き家ということが今数字が出まして、そして年

内にそういった意向調査などもということを伺ったわけです。本町では以前平成３０年

度にお試し移住交流推進プログラム実施業務委託としてお試し住宅の物件を町のほうで

借り上げて、実際には一般社団法人への委託業務の中で行っておりました。さらに地域

おこし協力隊も関連した委託業務で行っておりましたが、令和３年度からは行われてい

ない、実施していないという状況です。移住を検討する方たちのためにも、そして移住

促進に向けても今後空き家等対策計画の調査結果を踏まえお試し移住住宅の整備に取り
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組むお考えはあると捉えてよろしいのでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども回答いたしましたが、今４００戸ほど空き家があると

いうふうな調査結果が出ておりますが、今後その所有者の方たちの意向をまず確認をし

まして、その辺、協力を頂けるのであれば改修できる物件においては改修か何かをして

場所等いろいろ考慮こちらでもいたしまして、そのような形で活用できればと。先ほど

あった地域おこし協力隊、そういう部分とも今後関連して進めることができるのは可能

かなと思っておりますので、ただ、まだどこでどういうふうにつないで何してというと

ころまではいっておりませんが、そのような形で活用できればいいかなというふうには

考えております。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。そういったことでぜひ実施されることを期待するわけです。 

      そして細目２の中間管理住宅のことについてなんですけれども、高知県四万十町とい

う自治体がありまして、ここでは移住定住促進のための施策として空き家を整備して希

望者に賃貸する中間管理住宅制度というものを取り入れ、これが非常に有効活用を上げ

ています。この町はおよそ１万５，５００人の町です。四万十町では人口の急速な減少

に伴い町内の空き家が増加し、平成２６年度の調査では非木造、共同住宅を除く町の全

住宅数７，３９７棟のうちその１３．５パーセントに当たる１，００３棟が空き家とな

っているようです。これらの空き家を有効活用することで、特に町外からの移住者を増

やすための取組がこの町にとっては重要な施策となっているようです。私この間それを

知って電話で女性の担当の方でしたけれども、詳しく教えていただき聞きました。中間

管理住宅というものをこれはどんなものかということをちょっと説明させていただきま

す。これは最長１２年間の居住を可能にするようなんです。家賃もこの四万十町は１万

７，０００円から３万８，０００円という低額に抑えらえています。現在四万十町には

３９棟の中間管理住宅が整備されています。この中間管理住宅という制度ですけれども、

町が空き家を所有者から借りて、その空き家を町が整備し、きれいにして希望者に賃貸

するというものです。四万十町の場合、空き家の所有者と１２年間の賃貸借の契約を結

び町が固定資産税相当額を所有者に賃貸料として支払うというものです。１２年間とい

う期間なんですけれども、これは過疎債の償還期間に合わせているということでした。

１２年が過ぎますと、家は所有者に返されるということです。きれいになった家が所有

者に返されるということになります。１件の改修費用なんですけれども、昨年度までは

１，０００万円だったそうです。ただ、現在こういった物価高騰のため１，３００万円

に上げまして、その費用というものは国が２分の１、県が４分の１、そして町が４分の

１の負担で賄っている。国からは空き家対策総合支援事業補助金、県からは空き家活用

促進事業補助金、町は過疎対策事業債を充てているということでした。１，３００万円

の改修費に対して町の実質負担は１割程度ということでした。利用者なんですけれども、

移住者のほかに町の定住策に合わせ５０歳以上で２人で住む人も利用できるということ

でした。所有者には１２年後改修された住宅が戻されます。また、町のほうは国県の空

き家対策補助金を活用できるため少ない原資で空き家住宅の改修を行うこともできます。

借りる人も安い費用で借りられるという三方よしの制度と言われています。こうした制

度を有効活用することで四万十町は町内の空き家ストックを有料化し、地域に住まう魅

力を向上させようとしているようです。２０１４年から現在まで実績が３９棟となって

います。担当の女性２人、担当職員は女性２人のほかに会計年度任用職員１人と地域お
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こし協力隊１人、計４人体制で行われているということを伺いました。電話でお聞きし

た相手の職員の方の応対も非常によく、非常に感じよくこういった制度なども、あるい

は今の状況なども教えてくださって仕事ぶりがうかがえました。日本語学校のある東川

町、北海道にございます。そちらのほうでも視察に行かれ、そして東川町でも今期から

この中間管理住宅制度の取入れを行った、始まったということも伺っております。この

ような先進事例で先ほど町長も先進事例ということもおっしゃっていましたけれども、

町長はどのように受け止められましたでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。この制度は一番これから問題になってくるであろう空き家対策、

それと移住定住、その部分の一石二鳥なり一石三鳥というかいろいろな部分で町にとっ

ては有効な手段だと思います。ただ、先ほども言いましたようにまだ空き家の戸数、あ

る程度のまだ把握したばかりですので、これから空き家の現状なども調査をしなければ

いけないですし、そのことによってもしそれを直すとしても、リフォームするとしても

それなりの金額見ないと分かりませんので、あとは持ち主の考え方ですよね。ですから、

そのようなところでご協力を頂けるようなところであれば一気に３０何件とはいかない

とは思いますが移住に役立つような形で、そして空き家対策としても有効な形ですので

多少なりとも進めることができればというふうには考えております。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。調査の結果ということが待たれるわけですけれども、もちろ

ん非常に空き家にもいろいろな程度がございますので、簡単に先ほどの四万十町の場合

ですと１，３００万円に上げたというリフォーム代をそういったこともありますので、

その辺は程度を見ながら一気にというわけにもちろんいきませんので、１棟ずつ１棟ず

つというふうにして年数を踏んでいけばいいのかなというふうに思われます。ますます

高齢化もなってきますと空き家問題も大変な問題になってきますのでというふうに捉え

ているところでございます。 

      そうしまして、次です。大綱２の若者の地元定着施策について伺います。若者の流出

による人口の減少傾向は続くと予想されます。若者の地元定着施策について、先ほど町

長のご答弁を伺っていますと新婚子育て世代などに重点を置いた云々とか、若い世代の

地元定着に貢献している云々とありまして、子育て施策の展開までのご回答でしたけれ

ども、私がお聞きしたいのはそれは分かりました。それとお聞きしたいのは町内の若者

たち全般ということでのです。そういうことについて問題視されていることがですけれ

ども、町を離れ人口減少が続くことが問題視されておりますよね。そういったことに対

してどのように取り組まれ、具体的施策をどのように講じていくかというその町長のお

考えをお聞きしたかったのですけれども、町長、お答えいただけますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。子育てに限らず、若い人全体とその結婚するするしないにかか

わらずという多分ことなのかなというふうには思いますが、町から町外に転出なさる方

それぞれの事情があると思います。どうしても仕事の都合だったり学生さんですと学校

が県外に行ってしまったりとか、そういうこともあると思います。ですから、そういう

ふうにして学校や仕事の関係で行った方はいずれ戻ってきていただけるようにＵターン

していただけるようにというような政策を考えなければということでいろいろやってい

るわけですけれども、今いる人たちです。一人一人になぜ出ていくのかというのを聞い

ているわけではないんですが、ある程度の部分でこういう対策をすれば１００パーセン

トと言わずともその中から何パーセントかずつ残ってくれたりとか戻ってきてくれたり
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とかするような方がいるのではないかというところに目をつけていろいろ施策を今練っ

ているところではあるんですけれども、それが必ずしも１００パーセント有効に働いて

いるかというのはちょっとそこまではあれですが、そこそこの先ほども言いましたよう

に今の段階で山元町にとって見えている部分は移住定住、子育て世帯というところでい

ろいろな策を講じておりまして、子育てに対する支援だったりとかそういう部分で施策

を講じている部分に関しては目に見える部分で結構有効な形で対応できているのかなと

いうふうには感じております。それ以外の部分に関してのなぜ出るのかとか、その人た

ち出ていかないようにと策に関しましては山元町に大学あるわけでもない高校もないで

すし、その辺作れるわけでもないので、どのようにして今後そういう方たちをとどめる

のかというのは大きな課題ではないかというふうには思っております。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。そうですよね。一人一人に町を離れる若者になぜ離れるのか、

どういう理由、それはいろいろなご事情があった、あるということですけれども、山元

町の人口からしまして、あと若者がどれぐらいいらっしゃるか。中学高校生、大学生、

社会人になってもまだ町にいらっしゃる方とかそういう人たちの様子というのはこれだ

けの人口の町ですから隣近所の方とか地域の方たちなどもあそこの息子さんが、あるい

はお嬢さんがとかということで状況はつかんでいらっしゃるのかなとか、あるいは日ご

ろからそういう接触がありますとどういう事情で行かれたとか状況だとかというのも分

かるのかなと思うんですけれども、日ごろから地域のコミュニケーションも大切なのか

なとも思うんですけれども、あとは若者たちの考えというものを町長にもいろいろと聞

いておいておかれるとその辺の話の中でもちょっとした気軽に話して今度どこそこに行

くんだわとかそんなようなことでまた帰ってこいやとかみたいなそういうようなコミュ

ニケーションを取れたらいいのかなと思ったりもするわけなんですけれども、それと次

のタウンミーティングのことなんですけれども、先ほどの町長のご回答にもありました。

そしてこれまでも町長は常々今後のまちづくりにおいて町民との意見交換が大事であり、

町民の皆様からのご意見やニーズを的確に把握し施策に反映することが町政運営を行う

上での基本であるとおっしゃっていますね。町長、以前こんなことも議会の答弁で言わ

れています。全国的にも人口減少が進んでいく中、これまで以上に行政と地域住民の連

携を強化していくことが必要であり、官民で組織するプロジェクトチームの考えがある

とも話されました。官民で組織するプロジェクトとは具体的にはどういうことか。もし、

ご記憶にありましたらお答えいただけますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。官民といいますかある程度、私の考えとしてはただ意見を聞く

だけではなくある一定の小さな予算の中で何かその人たちで今できること、そういうふ

うなことを１つの提案ですね。提案と考えだけをもらうのではなく何かを実行してもら

う。大きなことではなくてです。小さなことでもいいので、そういうふうなことをでき

ればなというふうには考えておりますが、まだ全然そこのところに１年半も立っている

んですけれども、行き届いていないというのが現実であります。それでやっと来月ぐら

いからやろうかとできるのかなと思っているんですが、各地区を行政区を回らせていた

だきまして、１個１個丁寧に回らせていただいて、まずは意見交換をさせていただけれ

ばというふうには考えております。町の今後のまちづくりにおいては少子高齢化とかい

ろいろ言われますが、そのビジョンとしてずっと先を考えたまちづくりということを考

えると若い方たちの斬新な発想とか私、先ほどからいろいろものをやるのにはどうして
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もある一定の枠の中でもの考えなければいけないんだというふうなこと言うんですが、

最初からそういう枠を考えるのではなく、言い方悪いですけれども無責任なといいます

かあまり枠にとらわれないまず発想で考えを作ってもらって、それをこちらでできると

ころまで絞り込んでいくというふうなことができればなというふうには思っていますの

で、そういうようなことで若い人たちのそういうふうな斬新な発想なり考え方、今後２

０年後３０年後までここに住んでもらう方たちですね。そういう人たちの意見を聞くと

いうのは大事なのかなというふうには思っていますので、個人的にはそういうところに

ちょこちょことは行って若い方たちと意見交換といいますか話をしたりはしているんで

すが、そういう表のほうでしっかりしたそういう会を作ってやったりということはまだ

できておりませんが、今後そういうような形も作っていければというふうには考えてお

ります。ただ、今すぐにできるかどうかということであればまだそこまで至っていない

というのが現実であります。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。町長のその思いというものは伝わってはくるのです。ただ、

人と地域の強固なつながりといいますかそういったものというのは、地域づくりに取り

組む地域住民ですとか、あといろいろな例えばもう移住者で山元町に移住してこられて

いる方も中にはいらっしゃいましたり、そういう中でも熱い思いを持っていらっしゃる

方もいらっしゃると思いますし、あといろいろと関係人口といいますか例えば全般も先

日も東京の、あるいは関東のほうから大学生たちがいろいろいらしたりとか、いろいろ

な関係人口と言われているような人たちも大勢山元町にいらしています。そういった、

あとは大学関係の先生たちといいましょうか専門知識や技術を持つ先生たちも交えての

多様な人材が混じってのいろいろなごちゃ混ぜになっていろいろなまちづくりのことを

町長ももちろん交えてです。そういう人たちで話し合うというのもよろしい。若者たち

にとってはいいし、もちろんまちづくりにおいてもいいのかなという気も私自身はして

いるところです。将来この町を担っていただくような若い人たち、一般の方、そして町

職員の人たち、先ほどおっしゃいました２０年度３０年度に受けたまちづくりに対する

いろいろなアイデアを出すような場所があればいいというふうな町長のお考え、そのご

答弁、これ私以前にも聞いてそれが私今回提案させていただいている対話する機会の場、

タウンミーティングということになります。ぜひ若者たちとそれを定期的に会って１回

で終わり、１年間１年で１回で終わったとかあるいはということではなく、定期的にで

きましたら町長がそこに何１０分でも３０分でも１時間でも顔出して、あとは皆さんで

もってそういうタウンミーティングして、そしていろいろな案を出してもらってそれを

町長に上げていただくみたいなそういうような若者たちが２０年後３０年後に向けたま

ちづくりに対するいろいろなアイデアの声を聞いていただけたらなと思うわけです。弘

前大学の平井教授という方がこんなことをおっしゃっています。課題より希望を語ろう

というような記事が目にとまりました。これは１年以上前の新聞だったと思います。課

題からではなくこうありたい、町がこうありたいとかそういう姿や夢を互いに分かち合

うことから始めますと意外なほど話がうまく転がっていくというんです。課題、この町

どうしたらいい。そういう課題とかからではなく夢を語り合うというそうしますといろ

いろと転がっていくということをその先生がおっしゃっていることなんですけれども、

町長、このお考えどんなふうにお聞きになりますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。夢を語るといいますか夢を見ているだけでは駄目だとよく言わ



- 28 - 

れますけれども、夢を持ったらそれを実現するためにどうやって進むかだということも

言われています。ただ、後ろ向くよりも前を向いてそういうふうな夢というのは夢を語

ると多分楽しい雰囲気になれると思いますので、そういうふうな雰囲気の中でそうやっ

てみんなで話をできるような場があれば本当にいいのかなとは思いますので、今後定期

的にどのぐらいの定期といってもどのぐらいの間隔でできるかとかそういうのはまだ分

かりませんが、そのようなことも何とかできるように進めていければと私も思っていま

すが、先ほども言ったようになかなかまだそこまで至っていないのが現実で、個人的に

ぽつぽつと顔出すと話を聞くのがまだ精いっぱいのところがありまして、今後そういう

ことも含めて前向きには、自分の中ではそういうふうな思いではいますので何とかその

ような形が今後作れればいいのかなというふうに思います。職員とかも含めて若い人た

ちの意見交換の場が作れるように努力したいというふうには思います。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。ぜひそのこと、実行されるように願っております。 

      そして大綱２の細目３です。人材育成のことについて伺います。新たな過疎対策には

従来とは違う新しい仕組みづくりを進める必要性があると言われ、といってもどういう

仕組みづくりなんだろうと思うわけです。私はそういうふうに思うわけなんですけれど

も、そういう新しい仕組みづくりを進める必要があると言われ、その中でも次世代を担

う若者たちの人材育成は重要であると言われているわけです。今後若者たちの人材育成

については具体的施策をどう講じていく考えでいらっしゃいますか。先ほどご回答があ

りましたけれども、町長のもう一度その辺のご回答お願いいたします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども言いましたように、人材育成というのは本当にすごく

重要なことだと、まちづくりだけではなく多分いろいろな場面で会社にしてもそうだと

思いますけれども、人材育成というところに力を入れながらいろいろ普段やっているん

だと思います。町としてもこの町を担っていただくといいますか今後そうやってやって

いくのに当たっての人材育成はすごく重要だとは思っておるのはあれなんですけれども、

なかなかそれをどうやって人材を育成していくかというところが、町の一番最初に言わ

れたビジョンといいますか方向性をまずは作って、それでそこに対して関わっていただ

けるような部分についての知識を深めてもらうというか、この山元町に合った考え方と

いいますかやはり地域性というのはあると思いますので、その辺のところをどうやって

理解してもらってやっていくか。それがだから多分若い人たちといろいろ意見交換をす

るとかそういうことで向かう方向性を共有できたときに残っていただけたりするのかな

とも思いますけれども、何か抽象的な漠然とした回答になりますけれども、そこの部分

は本当に何と答えたらいいか難しい部分だと思います、人材育成というところです。具

体的にどうやって育てていくというところにはまだ至っていないというところでありま

す。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。先ほどのご回答では具体には移住定住地域間交流の促進と人

材の育成を図るため引き続き新規転入を促すための施策として補助事業を実施するほか

といろいろありましたけれども、ご回答にありました自治会などの地域コミュニティー

においても高齢化が進む中、今後いろいろな困難が予想されます。１つ挙げますと、地

域の草刈り作業なども大きな問題と考えられます。これはよく話題にも上がるようにな

りました。若い世代が少ない地域などは喫緊の課題としてこれは現実問題となっていま

す。地域でもいろいろなことをおっしゃる、いろいろな考えが持ち上がっているかもし
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れませんが、この問題に町長はどのように感じておられますか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今の除草作業といいますか年に何回か、各地区でご協力を頂い

ているところあります。年々高齢化も進んでおりまして、皆さん昔から自分の地域は自

分でやらなければいけないという多分気持ちが強く、協力していただける方は多いんで

すが、年々減っておるのもそうですけれども、高齢化が進むにつれてけがとかも心配さ

れます。ですから、その辺は町として今後その除草に関しては考えてはいかなければい

けないという部分では話はしていますが、まだそこのところを１００パーセント町でや

りますとかお金を出して業者にやってもらうとかそういうところまでまだ進んではおり

ませんが、少しずつではありますが何とか町のほうで対応できるようにということです。

なので、今回トラクターを１台買わせていただいて、それでできるところは少しずつで

もというところでは進めておりますが、まだ心配は本当にしております。急な斜面とか

多分限界以上の作業をしていただいているというのが現実だと思いますので、今年はそ

して連日のこの暑さです。そういう中で年配の方たちが皆さん草刈り作業とかをしてい

ただいておりますので、そういうのも含めて今後町としてしっかり考えていかなければ

いけないのではないかというふうには思っております。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。若者たちの人材育成とはちょっと離れるかもしれませんけれ

ども、先ほどのご回答の中にそういった地域コミュニティーのこともおっしゃっておら

れたのでそのことについても触れました。これは今後予定されております地区の懇談会

などでは出てくる問題ではないかと思われましたので、今お聞きしたところです。 

      若者たちの人材育成には先ほどのご回答にもありましたジュニアリーダーのことにつ

いて伺います。これは次世代を担う若者たちの育成としては本当にすばらしい制度とい

いますかすばらしいジュニアリーダー、かなり歴史もあるんですよね。育成は今どのよ

うにされていらっしゃるのでしょうか。お伺いいたします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。ジュニアリーダーの活動内容につきましては担当課のほうから

説明をさせていただきます。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。お答えいたします。ジュニアリーダーにつきましてはま

ず子供たちが主体となりましたボランティア団体でありまして、活動内容につきまして

は地域活動を主としまして地域の行事とか、あとはイベントなどの運営とかあとは支援

などを行っているような団体となっています。そこで活動の実施のしましては、まずは

自分たちで企画を立案して活動をするということで、自分たちのスキルをそういったこ

とで上げていくということでして、町としましてはそういったところの趣旨を鑑みなが

らできるところは必要なところの部分については支援等は行いますが、ただ、基本的に

はジュニアリーダーの考えでそういった活動をしていただいて、そういったことで行う

というような状況となっています。以上です。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。本当に地域づくりに参画するジュニアリーダーの活動なんで

すけれども、私も以前この子供たちといいますか学生たち、中学生から高校生が所属さ

れていらっしゃると思うんですけれども、非常にフレッシュで爽やか、そして非常に地

域のことを考え後輩の子たちの面倒を見たりとか自発的な立案、そういったこともされ

ているなと思っているんですが、このところどうなんでしょう。あまり活動、私がかも

しれませんけれども活動の様子見えないなと私は思っているんですが、今はどれぐらい

の人数がいらっしゃるかもし、あとは男性、男子女子のとかお聞きしたいと思います。 
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生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。現在は令和５年度現在につきましては１８名の方が会員

となって動いていただいておりまして、男女の比率というかそこは手持ちに資料がなく

て大変申しわけありません。よろしくお願いいたします。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。私は中学生から高校生であるジュニアリーダーの人たちとい

うものをもう少し地域の人たちと一緒に、あるいは町もすごく応援していくということ

は大事ではないかなというふうに思うんですけれども、以前何かすごく盛んだったとき

で国からも表彰されたぐらいの活発なときもあったというふうに伺っているんです。そ

の子たちの厚生大臣ですか、そういった賞も受けたというふうに伺っておりますが、コ

ロナもあったりしてこの３年４年と少し活動も少なかったのかなとは思われるんですけ

れども、今後どのように支援、そして育てていこうという育成していこうという何か思

いがあったら課長のほうからも伺いたいなと思うんですけれども。 

教育長（菊池卓郎君）はい、議長。ジュニアリーダーの状況については先ほど課長が申し上げたと

おりで、あとは現状としては議員おっしゃったようにここのところコロナで活動が制限

されるということがありまして、参加の人数が中学生のほうが今少ない状態です。コロ

ナ、まだいろいろ心配はあるんですけれども、いろいろな活動ができる状況になれば徐々

に人数的にもまた増えていくのかなと思うんですけれども、基本的には子供たちが自主

的にいろいろなことを考えて活動するとそういう機会、集まる機会とか活動の場を生涯

学習課のほうで一緒になって企画して、子供たちが考えるようなことが実現できるよう

にサポートしてまいりたいと考えております。以上です。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。そうしますと、今１８人というふうにお聞きしましたけれど

も、人数も多いときはかなりの数がいらしたということも伺っているわけなんですけれ

ども、今の現在も１８人と言わず大勢の方にジュニアリーダーに入っていただけたら、

そういうサークルに入っていただけたらいいなというふうに私は思うわけなんです。役

場職員の中にもこのＯＢの方もいらっしゃるというふうに伺っているんですけれども、

何人ぐらいいらっしゃるようですか。 

生涯学習課長（伊藤孝浩君）はい、議長。職員のほうにも以前ジュニアリーダーのほうになってい

ただきまして、そこでいろいろな経験をされて役場職員になったという方もいることは

存じていますけれども、具体的な人数まではすみませんが把握していないということで、

申しわけありません。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。というのは、役場職員の中に結局ジュニアリーダーというの

は町を郷土愛というのも育まれると思うんです。次世代を担う若者たちの育成というこ

とにおきまして、地域愛の強い人たちが多ければ多いほどこの町、その町は私は活性す

るのではないかと思われるし、そしていろいろなアイデアとかも浮かんでくるのではな

いか。この町が好きだから、この町をもっと活性させたいからという思い、そして中学

生高校生の間ですとそれは純真に、あるいはもっともっとという思いでもって育成して

いかれるのではないかなというふうに思っておりまして役場職員の方にも何人かいらっ

しゃること、何人か私も存じ上げていますけれどもそういう人たちはそういう思いで多

分いろいろな職務に当たられているのではないのかなというふうに思うわけです。活動

としていたものを少しでも多くの若者たちが将来次世代を担うリーダーとして活躍して

くださることを願っているわけです。 

議 長（岩佐哲也君）次に移りますか。ここで１時間なので。 
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議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は１４時２０分、２時２０分再開とします。

暫時休憩。 

午後２時０８分 休 憩 

                                             

午後２時２０分 再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）６番髙橋眞理子君の再質問を許します。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。それでは再質問をさせていただきます。 

      大綱３の町の活性化について、外部からの多様な人材というのは町の活性化には欠か

せないものです。現在も３人ほどの外部から町で活躍していらっしゃるということは存

じております。今間もなく採用ということにも至るであろう地域おこし協力隊のほかに

も専門分野の都道府県過疎地域等政策支援員であるとか、あるいは人材派遣企業版人財

派遣型の企業版ふるさと納税、こういった国の制度を利用して複数の民間人材を採用す

るというようなお考え、先ほど町長からのご答弁は伺いましたけれども、多様な人材と

いうのは非常に町には有効なのではないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。先ほども回答で申し上げましたが、今現在自治体ＤＸ、それと

地域おこし協力隊の関係で３名の方に今年から来ていただいております。これに関して

は本当に来ていただいてよかったと思えるほど私も刺激を受けておりますし、いいこと

だと思っております。髙橋議員のおっしゃるのはほかにも違う部分でもそういうふうな

方たちを入れてどんどん進めたらいいのではないかというふうな質問だと思いますが、

どうしても１つの事業をやるのに一般からそうやって支援を頂くに当たって、その方た

ちだけでその仕事全て進められるのだったらいいんですが、そこに担当者というのが必

ずつくようになりますので、そうするとそういうふうな担当を増やせば増やすほどそこ

にも町の職員もそこにとられますので、一気に幾つものというのを一度にやるというの

は厳しいかなというふうには考えております。ただ、考え方としてはそうやっていろい

ろな違った方向からの考え方、専門的な考え方を取り入れるというのは大事なことだと

は思いますので、今後少しずつ先ほどもお答えしたとおり１つずつといいますか町でで

きる範囲の中で進められればというふうには思っております。ですので、今回はこの２

つの部分に関して３名の方来ていただいておりますので、まずそこを重点的にきちっと

形を作って、それからまた新たな部分にというふうな考えということになっております。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。今年度からそういう外部の有能な人たちをということで３人

の働いていただいているわけなんですけれども、例えば先ほども挙げました四国の四万

十町であったりあとは北海道の東川町であるとか、いろいろなところを私もそういうと

ころを目にしますと電話で問い合わせたり、あるいはお話聞いたりすることはどの町も

皆さんいろいろなふうに話してくださるので、非常に私も勉強になるというか知ってい

るのですけれども、例えば地域おこし協力隊などというのは我が町では今回前回令和３

年度まであって今度からまた検討するということ。複数の地域おこし協力隊採用されて

いますね。１０人などというものではないですね。２０人３０人、多いところですと本

当に多いですというぐらい結局そういう人たちは今の町長のお話ですと今度そちらに係
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る人も職員の人材手間が取られるからというようなことかと思うんですけれども、ほか

の町もそういうことでそんなふうに大勢のそういう外部の人材を採用されていらっしゃ

るのでしょうかというふうに思うんです。そうなのかそうではないのかというぐらいす

んなりとそういう外部の人たちがその町で働いて協力して、そして実力を発揮されてい

るのであろうと思われるんですよ。ですから、我が町は非常に人材が少ない上でそうい

うところに人材とられるのも大変だということだと思うんですが、その辺の向き合い方

といいましょうかしらね。取りかかり方というのがどうなんでしょうか。ほかの町もそ

うなんですかねというふうなこと、町長、もしお分かりでしたら。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。よその町のことはよく私は分かりません。ただ、山元町で言い

ますと震災がありまして、その震災でそちらの仕事、結局やらなければいけない仕事、

震災に遭わなかったところはそうでなくて普通の自治体の仕事しているわけですから、

そういう部分もあると思います。決して能力がないとかそういうことではなく、規模に

合わせた職員数がいます。そうすると、職員数に合わせた仕事しかできません。やりた

いこと、やらなければいけないこといっぱいあっても今いる職員の中でそれでできるこ

とから少しずつ進めていくというふうなところでやっております。ほかの自治体はその

自治体によって地域によって今やるべきことやらなければいけないことというのは違っ

てくると思いますので、日本中で少子高齢化があって移住定住の話があっていろいろな

こと出てきますが、東日本大震災で被災した沿岸地域においてはそちらのほうがまず優

先されて、これまで１０年以上そういうこともやってきました。そのことに含めて、さ

っきも言いましたが、１０年以上過ぎてあたかも全て終わったかのように見えますが、

そうでない中の仕事というのが結構残っています。そういうのをやりながら職員はいろ

いろやっておりますので、そういう中で議会の皆さんも職員のことを心配しながらいろ

いろ人を足りないのだったら増やしたいいのではないかとか意見を言っていただいてお

りますが、そうやって職員のことを考えていただけるのであればもう少し今の状況も考

えていただいて、やらなくてはいけないのは分かっているんですが、そのやっていく順

番とかやっていくもの、それが自治体によっても違いますし、今山元町の現状で言いま

すとまだまださっき言ったようないろいろな仕事、隙間を埋める仕事も残っていますの

で、とにかくできるところから進めていきたいというふうに思って今職員ともども前を

向いて必死に進んでいるところでありますので、その辺、ご理解をいただければという

ふうに思います。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。先ほどの伊藤議員へのご回答といい今の私もまた同じことを

伺い、さぞかし町長になられて１年と５か月の今でも大変なことが残なんでしょうね。

難しいことに当たっていらっしゃることが多いのだなと察するしかないのでございます

けれども、それはそれとしましてといっても皆さん本当にお疲れさまでございますが、

町のこれからの町のことを考えますとそちらのほうにも私は目が向いてしまうというと

ころもありますので、こういったご提案などもしているというような状況なんですけれ

ども、そういう時期がまた来ましたらこういう制度で非常にそれほどの負担でもないよ

うな上限額というのもありますけれども、そういった中で優秀な人材とは限らないかも

しれませんけれども当たりはずれですとかも、当たりはずれもあるのかもしれませんけ

れども、極力いろいろなその分野分野での専門知識を持たれている方たちを採用できた

ら少しでも職員の皆さんの仕事具合も楽に、そして専門知識を得ながらいくのかなどと
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いうふうに思ったわけでございます。 

      それで最後になりますけれども、住みよいまちづくりにデザイン思考というところ、

これ私最後に実は申し上げたいところですので再質問させていただきます。これは隣の

丸森町のことでございます。これは今年の３月に町民の心地よい暮らしの実現と町のイ

メージの向上を目指すとして県内で初めて企業とある企業とクリエイティブディレクシ

ョンに関する包括連携協定を締結したという内容の記事が目にとまりました。今後は町

が取り組む事業や制作物などに対し地域の魅力をクリエイティブに引き出し地域のブラ

ンディングや施策デザインにおける新たな価値、魅力の創造を実現していくとあります。

これは何ぞやと思いましたね。このデザイン思考ということです。これはこの企業の代

表の方は丸森町出身の方です。そして去年の夏に東京で会社を起こしたりした人なんで

すけれども去年の夏ふるさとの丸森町に移住してこられています。このデザイン思考と

いうことを私なりに調べてみましたところ、先ほどの町長のご回答の中では難しいよう

な場面、こともおっしゃっていましたけれども、私が調べた中ではのことで言わせてい

ただきますと、デザイン思考というのはデンマークやアメリカ、台湾など各国地域では

進められている手法です。日本でも行政分野においてデザイン思考の導入を推進する機

運が高まっていると言われ、滋賀県や福井県などではデザイン思考を実践する組織を立

ち上げ取組を進めているようです。それは新たな地域課題に対して過去の事例や住民ア

ンケート結果に縛られず偏りや固定観念を取り去りユーザー視点を重視して解決を目指

すという考え方のようでございます。常に人を中心に考え寄り添うことというのがこの

デザイン思考ということで、この考えを基に町は、町はというのは丸森町なんですけれ

ども、町は住民視点に立って住みよい環境整備を進めようとしているようです。住民、

町民の心地よい暮らしの実現と町のイメージの向上を目指すとして重要な人口減少対策

にもつなげようとして、企業とクリエイティブディレクションに関する包括連携協定を

締結したものと私は理解いたしました。代表のコメントを皆さんにご紹介したいんです

けれども、この方が言っていること、丸森町は私の故郷です。東北宮城県の最南端に位

置し美しい水と緑に囲まれた自然豊かな町、この美しい環境で生まれ育ち培った経験が

大人になってからの様々な仕事に役立っていると最近特に感じます。理想の環境を選ぶ

のではなく、住んでいる環境をどうすればもっと魅力的になるかを考えるほうが人生は

もっと建設的で楽しい。そんな当たり前でシンプルな思いを大人たちが背中で見せ続け

ることで子供たちの世代が故郷に誇りを持ってくれたら嬉しいですというんですよ。こ

の方は小中と丸森で育ち、小中丸森で小中学校、その後高校大学までは宮城県、その後

上京して２０１８年に今の会社、東京で設立して昨年にＵターンされてきたということ

なんですね。いろいろな賞も受けている方なんです。グッドデザイン賞、ＡＣＣ賞をは

じめとした受賞経験も多数だというんですけれども、丸森町ではどのようにこの方を提

携しました。どのようにするかということです。今後の予定している取組なんですけれ

ども、これも丸森町の担当の方が詳しく教えてくださって非常に、例えば役場職員への

デザイン思考の定期研修を行うとしているんですよ。定期研修を予定しているというん

ですね。１回目の研修を受けたというんです。その職員さんのお話、そうしたら非常に

刺激になったというんでしょう。おもしろかったというような感想を述べておられまし

た。そして代表は今後丸森町の魅力を高めるための提案や丸森町の魅力を高めるための

新規プロジェクト企画など独自提案も随時行っていく予定だと言っています。我が町も、
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町長、職員の今後のまちづくりにおける意識改革を目指す上でまずは研修などを依頼さ

れてみたらどうでしょうか。隣町の丸森町さんです。山元町です。隣町ですよ。そうい

ったようなすばらしい世界でももう既に取り組まれているというこれらの研修などどう

でしょうか。町長、お聞きになって考えてご覧になりますでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。このデザイン思考という考え方なんですけれども、私もよく今

回質問を受けて調べさせていただきましたが、私もよくこの中身をすっかり知っている

わけではなく、調べさせていただきましたが、考え方としては民間の考え方をというこ

とで進め方が行政の進め方と違った角度からの物事の見方ということもありますので、

私は決して悪いとは思いません。今議員が言うように、職員の研修や何かでそういうふ

うな考え方もひとつあるんだというようなことで、まずスタートするのはそれも１つは

いいのかなというふうには思います。 

 ６番（髙橋眞理子君）はい、議長。本当に１度はまずは研修を受けて、皆さんで斬新なアイデア、

こういう手法も行政手法にもあるんだということを学ばれたら刺激を受けたらよろしい

のかなというふうに思ったわけです。 

      以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議 長（岩佐哲也君）以上、６番髙橋眞理子君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）続きまして、４番大和晴美君の質問を許します。大和晴美君、登壇願います。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。４番大和晴美です。令和５年第３回議会定例会において一般質

問をいたします。 

      大綱１、人と猫との共生について。令和４年３月の会議で前町長へ動物愛護の具体施

策についての中でＴＮＲ活動の啓発と周知についてを質問いたしました。 

      そこで細目１、前回の答弁で猫の所有者が責任を持って最後まで飼養することが野良

猫を増やさない一番の方法であると考えておりますことから、関係機関と連携を図りな

がら飼い方指導の実施及び周知に努めるとありましたが、その後の対応は。 

      細目２、前回の答弁で県獣医師会が実施する助成制度の周知に努めるとありましたが、

その後の対応は。 

      細目３、個人や団体で猫の保護、不妊去勢手術している方をどう考えていますか。 

      細目４、町独自の猫不妊去勢手術の費用助成をする考えはないでしょうか。 

      細目５、町としてどのように人と猫との共生についての環境整備を進めていく考えで

しょうか。 

      以上、大綱１件細目５点の質問であります。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。大和晴美議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、人と猫との共生についての１点目、飼い方指導の実施及び周知についてで

すが、住民の方からの相談や通報等の内容に応じ、その都度指導や助言を行っており、

一例としては電話、来庁による相談等を受け町が飼い主に対する対応を行っているほか、

事案によっては塩釜保健所岩沼支所と連携し共同で飼育の現状を確認し、現場での指導

等を行っております。 

      次に２点目、県獣医師会が実施する助成制度の周知についてですが、獣医師会が作成

する不妊去勢手術助成制度に関するチラシの掲示等のほか、相談等の際に助成制度の説
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明や情報提供を行っております。 

      次に３点目、個人や団体で猫の保護等に取り組む方々への考えについてですが、いわ

ゆるＴＮＲ活動につきましては一部懸念される点が指摘されていることも承知しており

ます。それらも含め、猫の保護等に取り組む方々は基本的には飼い主不明猫の無秩序な

繁殖増加を抑制し住民の生活環境への悪影響を防止することなどによって人と猫双方が

ともに生きられる社会環境の実現を目指して活動されていると考えておりますので、そ

の趣旨につきましては理解されるべきものと考えております。 

      次に４点目、町独自の猫不妊去勢手術の費用助成の考えについてですが、飼い主がい

る猫の場合は動物の愛護及び管理に関する法律や家庭動物等の飼養及び保管に関する基

準において飼い主等が責任を持って飼養に努めることとされており、また、飼い主不明

猫につきましては本町のみならず広域的な課題であろうと考えております。したがいま

して、町といたしましてはこれまでと同様、県獣医師会が実施する助成制度の周知を図

るとともに先行事例や動物愛護団体等が実施する支援制度の情報収集、周知に努めてま

いります。 

      次に５点目、人と猫との共生についての環境整備を進める考えについてですが、飼い

主がいる猫の場合は飼い主等に対し法令や基準に基づき責任を持って飼養に努めるよう

周知指導を行うとともに、飼い主不明猫につきましては町といたしましても対応に苦慮

するところでありますが、保健所や猫の保護活動に取り組む団体等と連携するなど、状

況に応じた対応に努めてまいりたいと考えております。 

      以上でございます。 

議 長（岩佐哲也君）４番大和晴美君の再質問を許します。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。再質問をさせていただきます。細目１について、関係機関とは

塩釜保健所岩沼支所だと思いますが、前回の質問から１年半がたちますが、保健所と共

同で現場の指導を行ったケースがあるんでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。そのことについては担当課のほうからお答えをさせていただき

ます。 

町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。保健所と共同による指導の例についてですが、こちらは

具体的に言いますと地域で言うと花釜地区で、案件としては多頭飼育の案件でございま

した。ここに飼い主の方からの相談を受けて保健所とともに町職員が参りまして、指導

したという内容でございます。なお、具体的な指導につきましては保健所からの指導と

いうことでありますが、猫が三、四十頭飼っていたという案件でございました。ただし、

飼育崩壊に至っているような現場ではなく、きちんと飼育はされているんですが飼い主

の方が高齢ですので今後が心配というようなことで、その後、ボランティア団体等への

引継ぎ、こういったところを保健所から指導しているというふうに伺っております。以

上でございます。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。今年の７月８日に猫のボランティア団体の方と意見交換をする

機会がございました。そのときに野良猫問題を考えようというチラシを頂きました。塩

釜保健所岩沼支所で作ったものであります。このようなチラシを使って無責任な餌やり

は不幸な猫を増やすという意識改革を進めていく考えはないか伺います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。これも今の対応についてのご質問でありますので、担当課のほ

うからご回答させていただきます。 
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町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。今現在につきましてはそういった苦情相談があった地域

の行政区長さんにお願いをして、猫の飼い方に対する指導といいますかお願いというよ

うなチラシを町のほうで作っているものが、ひな形があるんですが、そういったものを

活用していただいて周知しているという状況でございます。なお、ただいまお話のあり

ました保健所作成のチラシということであれば、公的なチラシということですので、そ

ういったものを活用しながらということも今後考えてまいりたいというふうに思います。

以上です。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。細目２に移ります。不妊去勢手術助成制度に関するチラシはど

こに掲示されているのか伺います。 

町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。現在のところ、役場庁舎の正面玄関入ってすぐの掲示板

のところに１枚ございます。そのほかにつきましては今のところ掲示はしていないとい

うことでございますので、それ１枚ということになります。以上です。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。宮城県と獣医師会の実施している補助事業、飼い主のいない猫

の不妊去勢事業がありますが、どのように申請したらよいか分からない方もいらっしゃ

います。細目１についてのチラシとも共通しますが、もう少し積極的にＰＲする考えは

ないのでしょうか。 

町民生活課長（鈴木宏幸君）はい、議長。今現在は最初の回答で町長からもお答えしましたとおり、

相談なり苦情等があった際にご説明しているという状況でございますが、もう少し人の

目につくようなところにチラシを掲示するなど、そういったことも考えていきたいとい

うふうに思います。以上です。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。細目３に移ります。私自身は猫を手術に連れて行ったことはあ

りませんが、友人から聞いたところ、ある病院の場合、避妊手術２万６，０００円に初

診料が１，５００円、ノミ・ダニリボリューションをすると１，２００円、そしてワク

チン５，０００円ということで３万３，７００円にこれに消費税がかかり、３万７，０

７０円ということでメスの場合１万２，０００円の助成があっても大変高額であります。

不幸な猫が増えることに心を痛めている方はこのように多くの時間と労力、費用をかけ

ておられます。地域住民の理解と協力が必要ではないかと思うのですが、これについて

はいかがでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。私も一時期猫を飼っていたことがありまして、そのようなこと

をしたことありますが、多分その病院によって多少の差は出てくると思うんですけれど

も、結構高額でその辺は大変だとは思います。ただ、飼っている場合は飼っている人の

責任としてやるべきかなというふうには思います。ただ、飼い主のいない猫に関しまし

てはこれは山元町に限らずどこの自治体でも多分同じだと思うんですけれども、現状と

しては先ほどお答えしたように県の獣医師会のやっている助成制度のみの状況になって

いますので、それを町のほうで対応できるような数なのか、その辺も含めて今後の検討

課題ではないのかなというふうには思います。ただ、現状としてはそこまでやることが

できていませんので獣医師会のほうの補助だけで進めているというのが現状であります。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。細目４のほうに移ります。町長がおっしゃるとおり、飼い主不

明猫については広域的な課題であり、だからこそ多くの自治体で助成制度も作られてい

るのだというふうに考えます。ボランティアの方々も一番困っているのが手術のお金の

問題と聞いています。必要経費の一部でも補助する考えというのはないのでしょうか。 
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町 長（橋元伸一君）はい、議長。今現状としては先ほども言ったんですがちょっと今町としては

そこまで対応し切れていないというのが現状でありますので、今すぐにそのようなこと

ができるかというと実際にはできないというところかなというふうには思います。ただ、

今後そういう猫の問題が大きくなってきたときにはその辺も考えなければいけないのか

なとは思いますが、現状では町としてはまだその辺、そのようなことを考えてはいない

というところです。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。今のところはまだそこは考えていないというご回答でございま

した。 

      最後の細目５についてですが、町内のある地域の方から家の周りは皆さん猫を大事に

している方が多くて共生していると思いますというふうに教えていただきました。町内

にもそういう地域がございます。状況に応じた対応に努めるということでしたが、例え

ば東京都多摩市のように人と猫との共生を目指すというスローガンを掲げるようなそん

な考えはないでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。私も猫は好きで本当にかわいいとは思うんですが、現状として

そのような考えにはまだ至っていないというところであります。 

 ４番（大和晴美君）はい、議長。町長がおっしゃられたように、本当に猫がお好きな方、そして

猫が苦手な方もいろいろいらっしゃいます。猫の問題というのは人の問題であるとも言

われております。今日同僚議員が質問されたように、住みやすい山元町、そして快い山

元町にふさわしく地域のルールを作り守っていける私たち一人一人でありたいと強く願

いましてこれで一般質問を終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上、４番大和晴美君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで暫時休憩とします。再開は３時５分、１５時５分再開とします。暫時

休憩。 

午後２時５４分 休 憩 

                                             

午後３時０５分 再 開 

議 長（岩佐哲也君）再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）５番渡邊千恵美君の質問を許します。渡邊千恵美君、登壇願います。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。渡邊千恵美です。令和５年第３回山元町議会定例会におきま

して、今回は大綱１件に絞りました。子育て支援施策について５つの細目を質問させて

いただきます。 

      我が町は子育てするなら山元町をモットーに掲げられています。これまでも多様な保

育ニーズに応じた施策を提案し、実現されてきました。今ここでもう一度振り返り事業

がスムーズに展開され及びその時々に応じて転換されて実施されているのか伺います。

社会を担う子供たち、山元町の宝であり地域の宝としてこのテーマを選んだわけなんで

すけれども、何度も何度も子育て施策一般質問させていただきますけれども、最初の細

目１は現在保育体制、各保育事業や人員などはスムーズに運営されているでしょうかと

いう細目１です。 

      細目２、保育所と幼稚園の違いを周知されているでしょうかということ。 
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      細目３は保育所が満員だと今までですと保育所に入れたくても幼稚園を紹介されてい

るケースがありました。今後もその対応を継続していく考えなのかどうか伺います。 

      細目４、幼稚園での預かり保育や土曜日保育の負担軽減に取り組む考えはないか。 

      細目５はファミリーサポートセンタークーポン配付事業の拡充を図る考えはないか。 

      以上、子育て世代から聞いた一般質問になりますが、町長のご回答を求めます。 

議 長（岩佐哲也君）町長橋元伸一君、登壇願います。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。渡邊千恵美議員のご質問にお答えいたします。 

      大綱第１、子育て支援施策についての１点目、現在の保育体制はスムーズに運営され

ているかについてですが、つばめの杜保育所については９月１日現在１４５名の児童に

対し保育士３６名が国の基準に基づき通常保育に当たり、一時預かりや坂元送迎ステー

ションの事業を含め全体として一定の運営が行われていると認識しております。 

      次に２点目、保育所と幼稚園の違いの周知について及び３点目、保育所が定員に達し

た場合の対応についてですが、関連がありますので一括してご回答いたします。 

      初めに、保育所と幼稚園との違いの周知についてですが、山元子育てハンドブックに

よる解説のほか町のホームページでも各施設の概要等を掲載し、保護者が各施設の特色

や違いなどを理解できるよう工夫に努めております。また、昨年度は幼稚園説明会を開

催するなどつばめの杜保育所に在籍する１・２歳児の保護者のうち説明を希望した方に

対しそれぞれの違いについて説明する機会を設けたところであります。さらに、今年度

についてはこどもセンターの行事として幼稚園説明会を開催することとしておりますの

で、これらの場においても重ねて周知徹底を図ってまいりたいと考えております。また、

保育所などの定員の対応については３歳児から５歳児について保育と教育の役割分担を

図った上で、幼稚園との連携の機会を活用し３歳以上の方で通園が可能な場合に幼稚園

を紹介する際において保護者の経済的負担を軽減する目的から１児童につき２万円の入

園補助を実施するなど、保育所と幼稚園それぞれ弾力的な入所調整を行うことで待機児

童発生の解消にもつなげてきております。 

      次に４点目、幼稚園での預かり保育や土曜日保育の負担軽減についてですが、幼稚園

で行う預かり保育は現行制度上満３歳は無償化の対象外となるため、保護者の負担であ

ることは十分承知しております。また、土曜日保育については現在町内の幼稚園では実

施されていないことからこれらの課題については今後幼稚園側と解決の糸口を探ってま

いりたいと考えております。 

      次に５点目、ファミリーサポートセンタークーポン配付事業の拡充についてですが、

本事業は子供の預かりなどをお願いしたい方、お願い会員が援助したい方、任せて会員

に依頼し、料金が発生する部分について一部助成するものであります。この制度はファ

ミリーサポートセンターを利用する方の経済的負担を軽減するとともに、安心して子育

てを行える取組として今年４月に開始した事業であります。対象は町内に居住する生後

６か月に達した幼児で、乳幼児健診を受診する際ファミリーサポートセンターを無料で

５時間利用できるクーポンを配付しておりますが、現時点でのクーポン配付者は１６名

で先月末時点の利用はそのうち１件となっております。このため、事業の拡大も必要な

こととは思いますがまずは今年度の利用者を増やすべく対象者等の声を伺いながらより

よい子育て支援ができるよう取り組んでまいります。 

      以上でございます。 
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議 長（岩佐哲也君）５番渡邊千恵美君の再質問を許します。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。細目１の再質問に入らせていただきます。再質問ですと現在

の保育制度のニーズに運営され、体制は各種事業や人員などスムーズに運営されている

かどうかという細目１なんですが、保育士の人員確保で山元広報に毎月のように募集が

上がっております。人員が集まらないからということで理解してよろしいかどうか。そ

の辺、確認させていただきます。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。担当課のほうからお答えをさせていただきます。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。現在広報のほうに掲載しておりますが、フルタイ

ムの会計年度任用職員２名、６時間の会計年度任用職員４名募集しておりますが、現在

のところは募集に至っていない状況です。今年度において募集はあったんですが辞退さ

れたりというふうなことで採用には至っていないというような状況になっております。

以上でございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。保育士を志す若者や再度保育士として働く方々が１番に山元

町を選んでいただけるような待遇改善などの施策など求めたいと思いますが、どうでし

ょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。今現在保育士さん、どこの市町村もそうみたいですがなかなか

募集をしても十分な人員、なかなか確保できないという。今現在は何とかぎりぎりの状

態の中で子供の数に合わせて定員に合わせた部分で何とかわたっているんですけれども、

先ほどもお答えしたように１４５名に対して３６名の職員がいて、それで回しているん

ですが、皆さんご存じのとおり保育所１日８時間勤務ではなく、朝早くから夜遅くまで

できるだけ長く預かるということですので交代制にしておりますので、そこの部分で少

し多めに職員の方を配置しないとなかなか運営できません。そういう中で少しでも負担

を軽減しようということで職員を応募しているんですが、なかなか集まってこないとい

うのが現状でありまして、先ほど渡邊議員からの質問は待遇改善と結局保育所の職員も

町職員と同じ体系の中での給料体系の中で働いています。そうするとそこだけ部分的に

新たな人だけ特別扱いというわけにもいきません。全体を見直すということもしていか

なければいけませんので、保育所部分に対しての皆さんのご理解を頂ける範囲の中でい

ろいろやっていかなければなりませんので、そういう部分も含めて考えると今すぐにな

かなかちょっと難しいところもというところで、今何とかかんとか定員に対しても保育

士の人数は何とかなっているんですが余裕はないという部分がありますので、今後その

辺はこれからも正職員としても応募していますし、そういう形で職員を保育士さんを増

やしていければというふうには思っております。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。保育士を確保しなければ新たな事業は生まれないというよう

なそういったことでしょうか。それともまた町の事業改善といいますかそこの子育て支

援施策についての拡充においても保育士の確保が難しいということであればなかなか大

きな枠として考えることが難しいということで捉えていいでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。一応今のところつばめの杜保育所においては定員なり何なり分

を子供たちを見る職員数は確保はしています。ですから、そういう面であれば運営はし

ていますが、もう少し余裕を持った形でというところなので事業の拡大ということなの

か。何、どういうことなのかほかの事業。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。一時預かり保育の規模拡大するとかそういったことにおいて
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も人員とかが必要なのかなと思ったりとかしたものですから。はい、分かりました。先

ほど全体として一定の運営が行われるということで理解したわけなんですけれども、し

かし、子育て世代に対して町の事業が一つ一つ周知されているかといったらその辺、周

知されていると思いでしょうか、町長。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。担当課のほうからお答えさせていただきます。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。周知されているかということですが、町の広報誌

ですとかホームページ、町のほうで発行しております山元子育てハンドブック、こちら

のほうで周知を図っておりますが、まだまだ足りない部分もありますので引き続き周知

をしていくように努めていきたいと思っております。以上でございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。例えば、一時預かり事業というのはありますけれども初めて

山元町に越してこられた方とかは一時預かりはどういうふうに手続方法があるのかしら

とか例えばそういう細かいことです。育児相談とかネイプラがあるんですけれども、そ

こはどこなんでしょうか。例えばでファミリーサポートセンターの利用法とか一つ一つ

この山元子育てハンドブックを見たらすぐ分かるんですけれども、そういったハンドブ

ックをまとめられた掲載されているのはすごくありがたい。提案して作っていただきま

したけれども、ありがたいことなんですけれどももう一度ある時期に説明といいますか

一人一人説明が必要だと思うんですけれども、その時期によってどうお考えでしょうか。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。説明が不足して申しわけありません。先ほどの周

知ということで山元子育てハンドブック配付しておりますが、こちらのほう母子手帳交

付の際に配付をしております。その際に保健師が面談のほうしておりますので、その際

に子育て支援事業ですとかお母さんたちの悩み相談をしておりますので、はい、そこで

個別で対応もさせていただいております。以上でございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。たくさん頂いてくるわけなんですよ。母子手帳頂く際にその

中にこのハンドブックもたしか入っているわけで、その中をいろいろな資料があって見

るというのもなかなか時間をとって一つ一つ説明とか必要なのではないかと私も感じた

ものですから、妊婦訪問とかありますよね。その際とか子育てハンドブックをもう一度

活用して保育事業のこういった町の保育施策とか保育事業の制度についてもう一度訪問

の際に説明いただける機会があったらということで提案したいと思いますが、どうでし

ょうか。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。ただいま渡邊千恵美議員のほうからご提案があり

ましたが、確かに母子手帳交付の際には母子手帳とたくさんの資料があってということ

で、その際に説明はするんですけれども一度にはなかなか妊娠したてのお母さんたちに

伝わらない部分があります。そのために妊婦訪問ということで妊娠８か月、後期の時期

に訪問しておりますのでその際ですと産まれてからのこととか子供のことを考えるとい

うふうな時期になっておりますので、再度何か不安なことはないか、保育所とか幼稚園

とかこちらのほうの子育て支援事業について再度説明をしていくようにしていきたいと

思っております。今現在も実施はしているところですが、再度そちらのほうを強く説明

していくようにしていきたいと思います。以上でございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。案になりますけれども、子育て世代にここでアンケートなど

をとるということも１つだと思うんです。どのぐらい子育て今子育てするなら山元町と

いうことでたくさんのそうした移住定住促進によって来られている新しい子育て世代が
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来ているわけなんですけれども、どういったことをニーズとしてそしてどのような施策

が魅力でここに来ていただいたかとか、そういった何かアンケートとかとる時期ではな

いのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。アンケート調査というニーズ調査に関してですが、

今年度第３期山元町子育て支援事業計画ということで、こちらのほう令和７年度からの

計画になっておりますので、今年度ニーズ調査ということで予定しております。以上で

ございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。山元町に定住して安心して子育てできる環境があるというこ

とをもうちょっと周知していただいてもいいと思うんです。こんなにすばらしい環境が

あるということをなかなか伝わっていないところとかも何かあるようなので、施策の施

設の取組とか団体の活動をもうちょっと大々的にＰＲするのもいいかと思うんです。そ

れで、ネウボラということありますね。妊娠とか出産から子育て期まで何でも相談でき

るところというところで、そのネウボラとかあと保健福祉課だったり子育て定住促進課

だったり初めての人はどこに相談したらいいのかなと思うと思うんです。なので、窓口

をできれば子育て相談窓口ということで１つにネウボラさんという名前というのはちょ

っと分からない人は分からないと思うので子育て相談窓口ですと名前を変えると言った

らあれですけれども、そういった位置づけにしておいたらそこで何でも相談承るという

そういった取組、提案ですがどうでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。ただいま千恵美議員のほうから子育てに関していろいろ様々な

ご質問を頂いておりますが、子育て支援については先ほど貞悦議員などからも質問があ

った中でお答えしておりますが、よその市町村と比べて本当に引けを取らないぐらいの

支援はやっております。さらに先ほども課長のほうからも説明がありましたが、それぞ

れの場面においてそれぞれの部分をきちっと細かく説明しています。資料を渡して終わ

りということはありません。町のほうではその都度その都度どういう支援が受けられる

かとかどういうところで何がしているとか、幼稚園保育所の違いだってちゃんと個別に

きちっと説明はしておりますので、なかなかそれを全体がしてもらっていると千恵美議

員がどちらかから何回なのか分からないんですができるだけ持って、理解していただけ

るように町としても取組を強化はしていきたいというふうには思っておりますが、一応

全部細かく説明はしているところではあります。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。細かく指導していただいているということなので次に移らせ

ていただきます。 

      細目２、細目３なんですけれども、細目２は保育所と幼稚園の違いを周知されている

のか、細目３は保育所が満員だと今までは幼稚園を紹介されていたが今後もその対応を

継続していくかどうかということなんですけれども、これは再度ご回答の中に今年度に

ついてはこどもセンターの行事として幼稚園説明会を開催するということで、そういっ

たことで回答がありました。周知徹底を図っていただくということでそれでよろしいと

いうことでいいでしょうか。もう一度お願いします。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。どうしても町として整備をした保育所の中で絶対保育所ではな

いと嫌だという方とかもいると思います。先ほどから言われているように、保育所と幼

稚園は全然違いますので、ですのでこちらから無理やり誘導してそちらにやろうという

ことではないんです。ちゃんと、さっきも言いましたように両方の施設の違いを説明を
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して、それで幼稚園でもいいよという方について幼稚園のほうに入っていただくとかそ

ういうふうな形でやっておりますので、今後も無理やりこっち駄目だからあっちとかそ

ういうことではなく、できるだけ保護者の方というか入りたい方、利用者の方の希望に

沿えるような形で進めていくというふうなことをこちらでも進めていきたいと思います

ので、ご理解を頂ければというふうに思います。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。次に進みます。細目４に進みたいと思います。幼稚園での預

かり保育や土曜保育の負担軽減に取り組む考えはないかという再質問なんですが、幼稚

園に保育園に入れることができなくてたまたま幼稚園に入ってということ数名いらっし

ゃるということはご存じだと思うんですけれども、土曜日の保育負担というのがすごく

大変なんです。保育と幼稚園の環境の違いは分かりますけれども、保護者の負担を町が

負担軽減すべきではないかと私は思っておりますけれども、その辺、町長の意見を聞か

せてください。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。保育に関しては、保育といいますか幼稚園を含めて小学校前の

方たちに関しては子育てするなら山元町ですので私もできるだけの支援をして、それで

負担軽減になるように金銭的な部分だけではなく自分に係る親の方たちに係る負担を少

しでも和らげる形で町としては施策を考えて今やっているところですので、土曜保育な

どのそこの部分に関しても今後の検討課題かなというふうには常々思っておりますので、

今後も現状を、いろいろな現状をその都度精査してそれで少しでも子供たちの子育てを

する親たちの負担を軽減できるように町としては対応していきたいというふうには考え

ております。ただ、今の状態で先ほども言いましたように年々変わりますので、その辺

はその都度臨機応変に対応できればというふうには思っております。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。何度もと言いますか幼稚園に土曜日保育の実施の呼びかけと

いうのは今も再度しているとは思うんですけれども、再度土曜日幼稚園で受け入れる体

制をということで呼びかけていただく方向に進めていただけたらと思います。解決の糸

口ということで、そういった意味で探っていただけたらと思います。 

      では、最後の５点目に入らせていただきます。ファミリーサポートセンターの利用券

の拡充を図る考えはないかということなんですけれども、前回同僚議員が利用券を利用

される、用いられたわけなんですけれども、町長も子育てしているのでご存じだと思う

んですけれども、６か月の乳幼児を預かるとか１人目で特に出産後のお母さんだったら

不安だと思うんです。６か月の乳飲み子をファミリーサポートセンターとかに誰かに預

けるというのはとても不安だと思うんです。そういった中にあるんですけれども、今回

の利用券は６か月からということでその拡充といいますかその６か月というのを取り払

って拡充されるべきではないかと思っておりますけれども、その辺どうでしょうか。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。６か月という基準は保育所もそうなんですけれども、生まれて

すぐの赤ちゃん預かったりしないですよね。半年過ぎてからということなので、結局こ

ちらにも預かる責任がありますが、６か月以内の子供というのはなかなか預かれません

ので、ですから６か月以上というところなので、６か月を過ぎないと預かれないので、

それで何かあったときに預けた場合の負担軽減のためのクーポン券というところになり

ます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。６か月以上だったら何歳でも構わないということで理解でよ

ろしかったでしょうか。１８歳までということでファミリーサポートセンターの利用は。 
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子育て定住推進課長（佐藤睦美君）はい、議長。ただいまご質問のありましたファミリーサポート

センターのクーポン券ということで、今年４月より始めた事業となっております。ファ

ミリーサポートセンター自体が６か月から小学校６年生までの子供を預かるというふう

な形にしております。今年度６か月を対象としておりますが、その利用の範囲に関しま

してはファミリーサポートセンター事務局、また利用者の声を伺いながら今後そちらに

つきましては検討していきたいと思っております。以上でございます。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。大変失礼いたしました。なぜそういったことを言ったかとい

いますと、土曜日保育の実施できないというときは周りに親とか預ける頼れる人がいな

かったらファミリーサポートセンターに預かることしか考えられないと思うんです。そ

のときに使えるクーポンということで、もうちょっと拡充できないかなと思ったわけな

んです。預かりときに７時から７時までで１時間７００円とかかるんです。７００円を

預けるためにお願いすると働いた分も預けるお金と同じぐらいのちょっと働く、そうい

った働く意味といったらあれですけれどもなかなか難しい。そういった取組になってし

まうので、そういったファミリーサポートセンターの在り方です。もうちょっと軽減さ

れて町で負担されたらどうかという案なんですけれども、その辺はどうお考えでしょう

か。 

町 長（橋元伸一君）はい、議長。その件に関しましては今渡邊議員が言ったように土曜日仕事に

行くのに保育所だったらいいんだけれども幼稚園だとなかなかそういうところもありま

すので、その辺はこちらでも把握しておりますので、今後の検討課題かなというふうに

は思っております。 

 ５番（渡邊千恵美君）はい、議長。我が町を選んで定住してくださった多くの方々がいらっしゃ

います。この山元町を選んでよかったと言える誇れるまちづくりを期待し、私の一般質

問を終わります。 

議 長（岩佐哲也君）以上で５番渡邊千恵美君の質問を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）以上で本日の議事日程は全て終了しました。 

      本日はこれで延会といたします。 

      次の会議は、明日９月６日水曜日午前１０時開議であります。 

      お疲れさまでした。 

午後３時３８分 延 会 

                                             

 


